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平成6年度博物館実習総括
平成6年度（1994）の博物館実習は従来の3コース（歴史・美術・文書）に加え、第2部（夜
間部）が千里山学舎に移ることになり、第2部にも「博物館実習」が開講され、 3名力粗当する
ことになった。
講義は第1部の実習と同様のカリキュラムで、実習日は土曜日特別時限の午後2時40分より5
時50分までの3時間である。受講生は1部68名、2部30名と決定した。1部においては従来通り
3コースに分け実習を行ない、歴史コースは考古、歴史、民俗学等に興味や関心のある学生で将
来博物館、史料館、民俗学資料館等へ勤務を希望する学生、美術コースは美学、美術史等に興味
があり美術館方面へ就職を希望する学生、文書コースは文書、公文書に興味があり、将来、文書
関係及び文書館等での業務を希望する者ということで、学生の希望を尊重しコース編成を行なっ
た。結果は歴史コース22名、美術コース30名、文書コース16名の68名編成となった。男子20名、
女子48名で、女子の受講生が近年増加の傾向にあり、今年度も約7割が女子学生である。文学部
生以外に法学部、商学部、経済学部、社会学部、及び大学院生も受講した。
第2部においては、第1部との合同実習も実施した。特に開講初年度であり、各担当者も自己
の経験を生かしての熱心な実習で、それが学生へも伝わり、しばしば実習時間の超過きえあった。
コース別の実習は行なわず、学芸員業務の全体について実習、講義を行なうとともに見学実習は
第1部のそれぞれのコースへ所属し見学を行なった。また2部独自の見学も実施した。
第1部の「歴史コース」の実習については昭和36年開講以来30数年の歴史と伝統があり、教育
効果も充実したものとなっている。主に史学・地理学科の学生が多数受講しており、取扱う資料
も歴史、考古、民俗資料等を中心に文書資料も加わる。実習については本学博物館の実習室、展
示室において全て実施しているが、実務実習として池田市立歴史民俗資料館へ2日間依頼した。
見学実習としては近郊の日帰見学、京阪神地方の1泊2日の実習、東京方面の2泊3日の実習を
行なった。
「美術コース」は開講以来15年となりその実績と伝統において美術館、博物館へ勤務している
卒業生も多数おり、この人々の協力を得て、本学では実習不可能な諸々の実習もきせていただい
た。館務実習として奈良県立美術館で2日間依頼し美術資料に関する取扱などを実習きせていた
だいた。 ’泊2日の見学実習は倉敷、岡山方面の施設(倉敷考古館､大原美術館、岡山市立オリ
エント美術館、岡山県立博物館、夢二郷土美術館、岡山県立美術館）を見学させていただき、学
芸員のご説明と館内案内を受けた。また東京方面における2泊3日の見学実習も東京国立博物館
をはじめ美術館を中心に多数を見学した。
「文書コース」は文書・公文書コースであり、開講11年となり、暗中模索の域を脱し着実に充
実した実習として学生の人気がある。少人数で出席率もよく、レポートにも優秀なものが多く見
られる。夏期休暇中の1泊2日の見学実習は毎年広島方面へ旅行し、広島市立文書館、広島県文
書館、広島県立歴史博物館、福山城博物館、福山市靹の浦歴史民俗資料館等を見学させていただ
いた。館務実習として大阪市史編墓所、箕面市郷土資料館等へ依頼しお世話になった。
「第2部コース」は平成6年すなわち本年度より開講きれたもので、各担当者のそれぞれの専
－1－
’
｜
’
門を生かしての講義実習であり、別紙の時間割通り第1部の実習を踏襲したもので、見学実習も
第1部の実習へ参加しての実習もあり、特に支障はなかった。ただ第2部受講生は1泊2日の近
郊の見学実習のかわりに洋上実習に参加させた。また1部に在籍している学生も第2部での受講
を許可し人数の調整力垳なわれた。提出レポートにもユニークなものが多数あった。
本課程における大きな特徴として毎年11月下旬「学内実習展」を行ない実習成果を発表してお
り、他大学にない実習形態でユニークである。博物館展示室の一部分約16台の展示ケースを使用
し、各コース独自のテーマを設定し、実習担当者の指導助言のもとで、全て学生自身で自主的に
運営実施した。各コースのテーマは別掲のアンケートのとおりであり、資料借用、展示、返還等
を学生の手で実施し、また『展示目鈍（カタログ） も製作した。 「実習展アンケート」を毎年実
施しており、集計と考察を行ない実習展の講評としている。最終展示日には担当者全員が展示を
見て廻り、学生の学芸員心得の説明を受け指導アドバイスを行なった。
特筆すべきことは本年第1回の試みとして、全国大学博物館学講座協議会（106大学加盟）西
日本部会主催による「洋上実習」が開催され、本学も第2部の受講生を中心に38名が参加した。
2泊3日の日程で大阪港を出港の後、船内において3講師による講義力垳なわれた。講演内容は
｢学芸員の現状と将来展望」「文化財保存科学論」「企業博物館の実態と就職について」であった。
翌朝大分県別府市へ着き県内の施設、大分市歴史資料館、湯布院民芸村、別府大学附属博物館、
大分県立宇佐風土記の丘歴史民俗資料館等を見学し、博物館施設についての見聞を広めた。この
実習は京阪神方面の15大学約400余名の受講生が参加して行なわれたもので、運営上は多少改善
すべき点はあるが、第1回にしては好評で成功したと思う。第2回目も実施計画がありこれに参
加し、充実した実習になるよう努力したい。学年末には「レポート」 （1年間の実習総括)、「実
習簿」を提出きせ、平素の出席点を加味し、総合点により資格取得者を判定し決定している。
最後に授業日程、学生のレポート、実習展アンケート調査報告を収録し1年間の実習総括とす
る。 [Y・K]
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関西大学博物館実習展示会 1 ． i
‘。 1
岡時 1994年ll月16B(水）～18日（金）
鳩所 関西大学博物館第二展示室
窺認識灘 謹灘蕊轄醗； －受講生による企画・展示実習発表会一
歴史コース総一テーマ『まつり』
A班 「年中行事」
「まつり」というテーマの中で、節分について考えて行きたい。 2月3日に「鬼は外」I福は内l
という掛け声と共に豆をまき、妙り豆を年の数だけ食べ、鰯を食べた経験がきっとあると思います。
しかし、太巻き寿司を食べたことはありますか？どうやら節分に太巻き寿司を食べる習慣は、限られ
た地域で行われるようです。私達はこの節分の意外な背景、習慣等を紹介していきたいと思う。
B班 「縁起勘』
我々は、生活の中での「まつり」 、つまり一般生活の中での縁起をかつぐ「縁起物jを展示してみ
たい。縁起というものもIまつり」というものも本質的に人間生活の慶びを願うものである。我々は
縁起をかつぐ何げない物品一つ一つに意味を見出し、 「へえ、これはこういう意味があったんか」 と
人々を啓蒙していこうと思う。
C班 「ごまつり画に表れる違い－装束を中心に－」
私達は『まつり』の中でも、特に祭りで使用されるIもの」に視点を当て展示を行いたい。展示に
は比較対象を宮廷行事であるまつりと、今宮戎のような利益を祈願するまつり、田植えまつりのよう
な豊穣を祈願・感謝する祭り、という3分野に区分し、祭りの目的によって表れる装束・音楽（掛け
声） ・携帯物の違いの比較検討をしたい思う。
美術コース
A班 「受飴告知」
神が人の姿を得て、地上にくだり人類を救うという思想はキリスト教の根本的な教義である。その
受肉の瞬間を説剰するこのテーマは大変重要なもので、それだけに数多く描かれた。私達はその中か
ら独断と偏見により8枚を選び、それぞれの特徴について比較考察したいと思う。
B班 「絵で見る女帯の変遷」
私達は、女帯は時代を経て、どのような移り変わりを程してきたかを、ビジュアル的にまとめてみ
た。現代日本において、なじみの薄くなった着物文化が、その歴史を振り返ることによって現代に伝
わる日本の美を理僻する一助としたいと思う。
C班 「花咲く梅の木一画材による考証一」
ファン・ゴッホは壷浮世絵をモティーフにして数々の作品を描きました。しかし、ゴングール兄弟
の旧出ずる国』のイメージで描かれた彼の絵は激しいタッチや色彩が使われ我々になじみ深い浮世
絵の雰囲気とは叉違ったものになっている。私達はI花咲く梅の木」を取り上げ、その画材から制作
工程などの違いを調べることにした。
文書コース「第一次大阪大空襲と民衆」
終戦50年を迎えるにあたって、私達文書班は大阪の空襲についての展示をしてみたい。とりわけ
印象の強かった第一次大阪大空襲をクローズアップして、新聞記事を中心に当時の大阪を浮き彫りに
してみたい。
一議證霞蕊讓蹴
歴史班 「江戸蝿以降の化粧道具」
ポーダレス化の社会、男女の垣根が取り払われた今日、これまで女性のものとされた分野もボーダ
レスの波が押し寄せている。ファッションは特にめざましく、乱世が収まればファッションが流行る
歴史が今繰り返されている。その代表的な例が江戸から明治にかけての化粧史に色濃く反映されてい
る。今回の企画はこの時期の化粧史を通じて現在のファッションを切るものであり、この扉を開いた
君は第二の武田真次、いしだ壱成になれる！
美術班 「関西の美人画一京都画壇円山・四条派一」
美人画と言えば、どんなモデルを描いても画家ごとに理想化された美人像、つまり美化して描くの
が通例であった。しかし、江戸後期における京都画壇の中に、当時から化粧の濃いことで有名だった
京の女性を、どぎつい色彩でリアルに描きモデルの特徴を露骨に表現する画家が現れた。そのなかで
もユニークな美人画家であった祇園井特と三畠上龍を取り上げ、当時のリアルな女性像に迫ってみた。
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平成6年度関西大学博物館実習
観覧者アンケート調査報告
1191鞭関献単鋤嫉習鱸者ｱﾝｹｰﾄ
この度、私たち関西大学博物館実習生は、実習課程の一環として、実習展を催す運びと
なりました。今後の学習をより深めるため、アンケート調査を実施させていただいており
ます。何卒ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
（1）性別 1．男 2．女
（2）駿業 1．本学生（
3．高校生
）学部 （ ）年生 2．他大学生
4．実習生 5．その他（ ）
（3）今回の実習展をどのようにお知りになりましたか。
1．知人 2．掲示板 3．授業の一環 4．その他（ ）
（4）実習展全体について
良かったと思う点、あるいは展示品があれば記入して下さい。
｜
その他、お気づきの点がございましたら記入してください。
’
???
（5）実習展での個別の展示について
今回の実習展は9つのグループに分かれて行っています。各展示について右記の事
項にお答え下さい。表の中の3つの選択肢のいずれかに○印をおつけ下さい。
（実習生は自分のグループにも○印をつけること） ご協力ありがとうございました。
<はじめに〉
私たち、関西大学博物館実習生は、実習授業の一環として、博物館の観覧者を対象としてアン
ケート調査を行なった。これは、結果の集計報告である。
この調査の目的は、観覧者の博物館実習展およびその展示に対する意識を調査するところであ
る。今回は、観覧者の意見を実際に直接知ることのできる初の機会であり、貴重な意見により、
得るところは大変多かったといえる。
以下、調査の結果・方法、集計結果などについて報告する。
<調査概要〉
実施期間-1994年11月16日(水)～18日（金）
午前10時～午後4時
実施場所一関西大学博物館室第2展示室
「博物館実習展」
実施者一関西大学博物館実習実習生
実施対象一当日の観覧者および実習生合計120名
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第 1 部受鱗生 第2部受鋪生
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最も印象に
残った出品
物
<調査方法〉
調査方法は、実習生力堀示室入り口でアンケート用紙を配布し、
てもらった後、回収箱に入れてもらう形式で行った。
観覧後に観覧者自身に記入し
<集計結果〉
1．性別
男．50名 女．69名 不明・ 1名 合計・120名
2．職業
本学生・66名 他大学生・ 1名 高校生・ 0名
実習生・ 8名 その他・34名
・本学生の振り分け
1年生0名 文学部61名
2年生29名 法学部2名
3年生18名 経済学部 1名
4年生19名 工学部 1名
大学院生3名 社会学部 1名
商学部0名
3．今回の実習展をどうして知ったか
1．知人 31名
2．掲示板 8名
3．授業の一環 53名
4．その他 21名
※その他の内容
関大幼稚園で知った 4名
市民学習講座で 2名
先生の紹介で 1名
市民大学で 2名
案内で 2名
4．実習展全体について
a.よかったと思う点、あるいは展示品があれば記入してください。
・それぞれのテーマについてよく調べている
・多方面展示で勉強になった、おもしろかった 2名
・現代に近いものまでの展示があり親しみやすかった
。わかりやすい
・資料が丁寧
・まあまあ 2名
・説明文が小さい
・図録がきれいに作ってあった
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・努力の点が見える 4名
・具体性がない
・説明に頼り過ぎ
・近代の展示に意義深いものを感じた
・全体的によかった 3名
・レベルを下げずに学生らしい展示であった
・2部のほう力咽性的
・現物があるのなら写真よりもよいと思う
・大阪・関西の展示品が多くて親しみやすい
。一度にいろいろなテーマが見れておもしろい
・絵などによって実例がでている点が良い
・展示品をどのようにして集めたのか興味がある
・身近かに感じることのできる展示品がL､に残った（現代の絵馬節分イ（
・展示物が見やすいように工夫されている
・一つのことを多方面から資料を集めポイントを絞って展示している
・去年よりもスケールアップしている
・レベルが高い、バランスが取れている
・大まかにしか知らなかったことが今回知ることができてよかった
・説明文に見学者への問いかけがあるのはいいことだ
。付け焼き刃物展示会。一部を除いて取り組む人の教養が感じられない
・テーマの着眼点がよい
・節分。地域でこんなに差があるのが意外
o化粧展示がいい
・浮世絵展示がいい
。絵馬展示がいい（資料的、美術的に） 9名
･美術コースの物が気に入った
。「江戸後期の化粧道具」がおもしろい、よかった 8名
･大阪大空襲が印象に残った 8名
･年中行事や縁起物など庶民的な物
･浮世絵の出来方の工程 2名
･空襲時の指導書
･装束の展示物
･香の展示物
･絵馬の種類に多さに驚いた 2名
･完壁な着付けである。関大にこれだけの物があるとは驚き
･大阪大空襲の背景に迫力があり、戦争の悲惨ざが表れている 2名
･浮世絵のビデオがよい
・ビートルズの絵馬展示
化粧）
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･化粧の展示品の多きがよい
･花咲く梅の木がよい 2名
･受胎告知がいい 3名
･空襲時の民衆の防空対策の説明がよい
｡文書班のパネルがよい 4名
。まつりのコーナーがよい
。化粧品や香の展示 2名
･年中行事がよい
｡節分の鰯
・ビデオがおもしろい
・2部歴史班の文書類の解説
・2部美術班の絵に感心
･「まつり」が鮮明に出ていない。全体のテーマを「まつり」にして歴史、美術、文書班と
すべき
･英語で訳きれているのがこころにくい
。絵馬にもいろいろな理由があるのを知ることができてよかった
･TacticalMissionReportがよかった2名
･古墳時代の甲冑
b.その他お気づきの点がございましたならば記入してください
・説明板、図録に頼り過ぎている 3名
・どこがどの班による展示なのかもっとわかりやすくしてほしい 2名
・奥行きが浅い、グループが多いので、グループを少なくすれば奥行きが出るのでは
2名
・他のコース、グループとの兼ね合いを考えるべき （場所的に）
・個々の班独自の工夫がほしい（歴史A班の図録のような）
・題材、コンセプトをはっきり打ち出していない 3名
。もっと宣伝するべきだ
・展示品を見ながら説明を見ることのできるパネルがほしい
・一つひとつの班のスペースが少ない 3名
・専門用語が多い
・文書班の展示品が衝撃的
・割りと女性的なものが多い
・2部歴史班の人へ「サムライ」はゲラン（？)の香水です
・展示スペースをうまく用いているところとそうでない所がある
・某班の展示キャプションに収蔵家名のないところがある 2名
・何を表現、説明したいのかわからない
・アンケートが答えにくい
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o説明文が悪い、わかりずらい 2名
･展示品だけ見てもわかるような工夫がほしい
･見ただけではわからないものがあるので説明がもっとほしい
。説明の展示方法を工夫するべき
･簡潔にわかりやすいものをもっと大きく展示するべき
･受胎告知が勉強になった。日本にはそのような物はないのか
･説明文が敬対なのはよくない
､パンフレットがほしい（少ない） 3名
･パネルやキャプションをもっと丁寧に作るべき
｡歴史B班の「庶民の服装」のパネルの数字は取り去るか説明パネルをつけるかすべき
･照明が暗い
。説明文、図録の漢字に振り仮名がほしい、また振り仮名があっても小さい 5名
.なぜこのような展示を試みたのかもっとアピールすべき
。もっと見やすく、分かりやすくしてほしい
。休憩室がほしい、 イスが少ない 2名
･研究者が直接口頭で説明すべき
。もっといろいろ展示してほしい
。大きな博物館にあまり展示されていないものを展示しているのがよい
。民族展示品はどのように使われていたか示すべき
･展示物を起こして説明文を寝かせている物は見にくい
､縮小されている展示物は原寸が分かっているのなら縮小率を出しておくべき
･説明パネルと図録の文章が同じならばどちらかは不要である
､立型の陳列ケースの間の模造紙が多すぎる
。図録中で、項目によって専門的でよいものと、概論的なものとの差が激しすぎる
､美術B班について、展示品力弛班のように美術館でしか並ばないようなものばかりを集め
てほしかった（筆やパレット、絵の具などの一般的な事柄でなく、 もっと掘り下げてどの
ような意図をもって画家が色彩をとらえ、用いたのか独自の思想を入れた方がよいと思っ
た）原文
･展示物や展示方法について、訳文が原文と対応していなかったり、訳文と関係のない箇所
が展示されていたりしていた
､大切な意味をもつ説明文も原文ならば典拠を示さないと見ている人には分からない
｡説明文の縦書きは正倉院展でもやっているが眼球が自然に動かせる方向を考えれば横書き
がいいと思う。
､展示品の対角線の交点が地上150cmの位置になるような展示の仕方をすれば見やすいと思
う
－13－
<もっとも印象に残った出品物〉
●歴史A班
・ヤイカガシ 5
・九州地方のもの 2
．鰯の頭 11
・図録の表紙
・ヒイラギ
・タラの木
・四国、中国地方の出品物
・模型がきれい 2
．手作り民族資料
o装束
･資料に工夫の跡が見える
。厄よけ道具 3
･中部地方の厄よけ
･九州の赤大根
・かご
･それぞれの比較きれたもの
･近畿地方のもの
2
●歴史B班
・24番
・31番、 ドロボウよけ
・32番、合格祈願
・34番、作物の盗難よけ
・46番、犬
･説明が少ない
｡洋画みたいな絵馬
･願かけ絵馬
･蛸の絵馬
･十二支の絵馬
2
2
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第一部受講生 第二部受講生
コース班 歴史 歴史 歴史 美術 美術 美術 文書 文書 美術
展 示 名 年中行事 縁起物
まつりに表れる
違い装束 受胎告知 女帯の変遷
花咲く
梅の木
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4
･71番
･80番、目 9
.現代の絵馬 2
･二股大根の絵馬
･わらじの絵馬
･各絵馬の祈願内容を示すべき
・たにしの絵馬 2
･数多くの絵馬 7
．ビートルズの絵馬
･祭礼の絵馬
･全体的にインパクトあり
5
2
●歴史C班
・束帯 5
．石帯 2
．巫女さんの衣裳 3
．装束 6
．十日戎の装束
・天冠 2
．シテ
・装束はスケールがあってよい
･葵祭の装束
･福娘の冠
･大きな着物2枚
･葵祭の写真
･福娘の衣裳 5
.写真
。もう少しルビがほしい
●美術A班
・サンドロボッティチェリ
・エルグレコの 5
．ロレンツォロット 3
．フラアンジェル．
・ダビンチ 3
．グリュー○ヴァルト
・絵がきれい
･絵画
o説明が楽しい
。もっと説明（具体的な意味の）がほしい
｡展示が不明確
･印象が弱い
。全体的によい
4
●美術B班
・十二単 3
・ （赤い）帯 4
．装飾品
・遊楽人物図
・立美人図文字づくし
・庶民の服装の説明がない
・どこから借りて来たか知りたい
・好椅像
。〈し（なぜ展示しているのかを含む）
･見返り美人 5
.人物図
･絵で見る女帯の変遷
･帯の歴史の絵
･庶民の服
･説明力沙ない
。絵つきでわかりやすい
3
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●美術C班
・浮世絵の製作過程 8 ．英字パネル
・カラーチャート 5 ．絵画
・お香 ・油絵の画材 2
．ビデオ 3 ．原物の絵
・タンギー○さん ・広重版画○○
・全体的に良い ・図録中「ファンゴッホの色彩
・印象に残りにくい ・油絵の展示の仕方が見やすい
・広重とゴッホの絵を並べていたのがいい 2
．説明の文字が小さい
･ パネル
･ 画
･ の画材
. の絵
･ 画○○
について」
●文書班
・写真 15
。「何をこれしきこれからだ」
・ピース大阪所蔵写真
・ 1トン爆弾後の写真
・大阪市戦災消失区域図
・写真に詳しい説明がほしい
・写真で見る大阪大空襲
・新聞の写真
・大阪市戦災消失区域図
・写真に詳しい説明がほしい
・写真で見る大阪大空襲
・新聞の写真
・民衆の防空対策
の毎日新聞記事 2
4
･TacticalMissionReport
･パネル 3
･新聞記事 4
.防空説明図
o作戦任務報告書
･防空指導書
･新聞記事 4
．防空説明図
･作戦任務報告書
･防空指導書
6
5
4
2
4
2
●2部歴史班
・都風俗化粧伝 5
．江戸時代の古文献 2
．耳だらい 5
．眉作口傳 3
・お香 7 （内､不快を訴えるもの2）
・髪形
・笄
・迫力がある
･化粧時
･化粧法の本 4
･おはぐろの道具
･道具一式 2
.当顔化粧容顔美艶考
･白檀
。もう少しサービスがほしい
●2部文書班
・観桜美人図
・夫人と小僕図
･島原太夫の図 3
.眉のない女の人の絵
4
2
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o上方の浮世絵
･御歯黒の道具
･モノクロコピーは見にくい
。三畠上龍 2
･絵画
o島原についての説明
･コピーの重ねばりはよくない。見にくい
。コラージュ、赤色がきれいに出ていた
2
<総評〉
今回、博物館実習展を終えるにあたって、我々は展示というものの「奥の深さ」というものを
学び取れたと思う。当然のことながら「展示」と「陳列」とは異なり、ただ資料を並べておくだ
けではなく、展示意図というものをもって観覧者に資料を見せなければならない。観覧者が10人
いれば10通りの見方というものがあるわけである。しかし、博物館学芸員は、すべてのひとに理
解できるように展示しなければならない。そこに展示の難しさが有る。理解してもらうためには、
まず、展示意図をはっきりと前面に押し出すことが大切であるのだが、今回の実習展ではその点
においてできていなかったと思われた。また、観覧者側の立場にたっての展示が出来ていなかっ
たという事実は、説明板の文字が小きいなどと指摘のあったところからも理解できる。
最後にアンケートに答えてくださった観覧者の方々、展示実習に際してご指導して<だきった、
諸先生方に感謝申し上げたいと思う。
(集計 野村真夫）
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平成6年度博物館実習報告
一受講生のレポートから－
一年間の実習総括
歴更ｮ可フ
史地91-26大谷宏治
「博物館実習とは何のためにあるのか？｣。この1年間の博物館実習を思い返せばこんな問いが
浮かんでくる。博物館学芸員の資格を持つ、 10人ほどの先生方が毎回交代でいろいろなことを学
芸員の立場から講義して〈だきった。講義内容は多岐にわたり、一般的な講義、博物館学芸員の
心構えから実際の資料の取り扱いまで幅広くかつ深く、博物館学芸員として必要なことを教えて
いただいた。これらの講義を受けて今感じていることは、博物館実習というのはひとつの目的と
して「失敗するためにあるものだ｣、つまり 「失敗して学ぶ」ということが挙げられると思う。
それは自分が講義中に失敗したことが多かったからかもしれないが、失敗したからこそ学べたこ
とが多かったと思うからである。
まず、私は資料の取り扱い方についての講義で資料の取り扱いで失敗して学んだ。私は考古学
を専攻しているので日頃より網干善教先生をはじめ、多くの先生方・諸先輩より考古資料の扱い
方についてご指導を賜っていたので、ある程度考古資料の扱い方については認識しているつもり
であった。しかし、実際に1年間博物館実習の講義を受けてみるとその考えが甘かったことを思
い知らされた。文献資料・美術品の取り扱いなどわからないことがほとんどで、自分がある程度
取り扱えるだろうと思っていた考古資料も実際に梱包をしてみると、どのように取り扱ったらい
いのか勝手が分からず、自分がよかれと思って採った方法がまずい方法であったためショックを
受けるとともに、知ったか振りをしていた自分が恥ずかしかった。
また、博物館実習を受ける前に多くの博物館を訪れて感じたのは「展示物の位置力抵いのでは
ないか。なぜもっと高い位置に展示しないのか」ということだった。この疑問は博物館実習で多
くの博物館を訪れて解決きれていった。博物館を訪れる人は私のような四肢の満足なものだけで
なく、身体の不自由な人もいることであり、博物館は五体満足のひとのためだけではなく、身体
の不自由な人のためのものでもあるということを考えることができた。自分のことしか念頭にな
かったことが情けなかった。
そして、この1年間学んできたことを最大限発揮しなければならない博物館展示実習でまたも
や失敗を繰り返した。私たちは「まつり」という統一テーマのもとで、 「まつり」なかでも「ま
つり」の目的によって使用されるものに違いがみられるのではないかと考え、特に衣装に表れる
違いを展示にいかそうと計画した。この展示を催すにあたり、博物館や神社からいくつかの衣装
を借りることとなり、実際に借用にいった。博物館展示実習までに数多くの講義を受講し、資料
の扱い方について十分とはいえないまでも基本的な扱い方、梱包資材などについて実習をおこな
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っていたし、借用にゆくときの心構えも何回も先生方から注意を受けていた。しかし、実際に借
りに行ってみると、梱包用の資材に不足するものがあり、またカッターやはきみなど梱包に基本
的に必要なものを忘れ、博物館でおかりすることとなった。博物館の方には「学生の内だから。
次からは忘れないように！」とそれほどおしかりは受けなかったが、本当ならば借用も中止にな
るところであった。非常に申し訳ないだけではなく、誠に恥ずかしく、基本的なことさえも実行
できなかった自分が情けなかった。また、衣装を借用したまではよかった力堀示に際して展示方
法がわからず、また衣装展示用の資材も確保していなかったこと、十分に衣装について学習して
いなかったことから快く貴重な資料を貸していただいたにもかかわらず資料を活かしきれなかっ
たことが反省材料として頭に焼き付いている。
上述したようにこの1年間の博物館実習で多くの失敗を繰り返してきた。強がりになるかもし
れないが、多くの失敗を繰り返したことによって、それまで勘違いしていたこと、 とんでもない
思いこみをしていたことを修正することができ、さらに失敗して恥をかいたことで取り扱いの仕
方などについてより理解できたと思う。これが私にとっての博物館実習を受講したひとつの成果
である。
また、上記したような「失敗して学ぶ」という他に博物館実習のもう1つの目的としては「実
際に博物館を見学することによって、現状の博物館の優れた点だけでなく、問題点・欠点を感じ
とり、 よりよい博物館を作る糧とする」ということがあげられるのではないかと感じた。 1年間
に国立博物館から市町村の博物館までの大小さまざまな博物館、歴史・民族・民俗博物館、美術
館、自然史博物館、科学博物館などいろいろな目的の博物館を訪れ、実際に博物館の運営から展
示までおこなっている学芸員さんの話を聞くことによって、展示だけを見ていたのではわからな
かった、それぞれの博物館の目的、構想段階から建築設計、設備内容、博物館組織、展示目的・
内容、研究活動、そして博物館経営について知ることができたのは有意義であった。その話の中
で学芸員の方は自身の所属する博物館の問題点・改善点をいくつか挙げて、実際の博物館のある
べき姿とそのギャップを指摘された。私の目から見て、博物館の設備としてはかなり優れている
なと感じた博物館も学芸員の立場になると改善点があることがわかり、かなり設備が充実し、新
しい博物館に勤める学芸員の方も、設備が古くなってきたと指摘する博物館に勤務する学芸員の
方も博物館をより充実したものにしようと日々努力されていることが印象的であった。また、博
物館の本分である展示についてみてみると私が満足した博物館も友達の目から見ると不満な点が
あり、すべての人が満足する100点満点の博物館をつくるのは不可能にさえ思えた。しかし、満
点の博物館は不可能であってもそれに近づくよう努力しなければならないことを知った。こうい
った点で数多くの博物館を訪れることができたのは参考・勉強になった。いろいろ教えていただ
いたことを新しい博物館を作るという立場に立ったときには十分活かし、学芸員の方々が指摘し
た問題点をクリアーできるように努力したい。
そして、博物館実習のもう1つの目的は「博物館の目的を一般の人たちに伝え、さらに学芸員
の研究、つまりは展示目的を理解してもらい、博物館を訪れた人に問題意識を持ってもらうよう
な展示を行えるようにする」ことだと考えている。展示実習の総評の時に先生方から私たちの展
示だけでなく、いくつもの班が「解説パネルの字が小さい｣、 「読み仮名がふっていない｣、 「図録
が統一きれていない｣、 「すべての人が図録を見るわけではない」など私たちのおこなった展示の
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問題点を指摘していただいた。おそらく見る人に優しくない展示ということであると思うし、博
物館は一般の人を対象にしたものであるので、このような展示は博物館展示にはあるまじき失敗
であると思う。こういったことをなくすためには展示解説・図録等をわかりやすくするだけでは
なく、展示の意図・配置を明確にし、さらに個人の研究をざらに深めてゆく必要がある。博物館
とは展示だけではなく研究する機関であるといわれている。例えば大和文華館は各学芸員の研究
テーマに沿った展示をおこなっているということであった。このような展示をおこなうためには
運営の効率・合理化、施設面の充実もさることながら個々の研究も充実きせることが重要である。
そして、その研究を社会に還元してゆくことが最終目的であると思う。これは難しいことかもし
れないがめざしてゆかねばならない。
最後に1年間の博物館実習を終え、「博物館実習とは」と考えたときに以上のようなことが思
い起こきれる。反省点と今後の課題に終始し、他のことには目を向けられていないが役だったこ
とは多かった。今後は博物館実習で繰り返してきた失敗は許されなくなるだけでなく、博物館実
習の先生方だけではなく、数々の博物館で指導して下きった学芸員の方から教えていただいたこ
とを実行し、失敗して獲得したものを活かし、さらに博物館の問題点を改善するように努力し、
個人の研究を進め、地域に密着した博物館となり、研究機関となるように努力してゆかなければ
ならなくなる。これを肝に銘じ、この1年間で学んできたことを十分発揮し、研究に励み、多く
の人にとって博物館がより身近なものとなるようにできたらと思う。
博物館実習の1年間で学んだことは多く、積極的に参加しなかったことが反省点として残るが
充実した講義であったと思う。たとえ学芸員になることができなくとも、茶道の実習など社会に
でてからも役立つ講義も多かった。そういう意味からもこの講義を受講してよかったと思う。
1年間ありがとうございました。
歴更ﾖｰﾆﾇ~n
史地91-50蔵之内真紀
1年間、博物館実習という授業を受けて、学芸員になる、ならないに関わらず、色々な体験・
経験ができてよかったと思っています。今まで、博物館を見に行くという立場で、ただ自分の興
味がある展示会（いわゆる特別展）を行っている博物館に行くだけでした。しかし、この授業で
は、反対にその展示会を行う方の立場の話を聞いたり、実際にその現場を見せて頂いたりでき、
違った角度から博物館をみることができ、 とても勉強になったと思います。
学芸員の資格を取ると一口に言っても博物館、美術館など働く場所も色々な種類があるし、博
物館の中にも歴史を取り扱う所もあれば、大阪市立自然史博物館のように人と自然の関わりを扱
う所もあるし、 日本民家集落博物館のように民俗資料を扱う所もあるといったように様々です。
又、そういった所で働く学芸員の仕事も多様であり、知らないことばかりでした。
博物館の主な役割である収集・保存・展示の中で、特に市民への対外的な活動である展示が興
味深いことでありますが、この実習を通してたくざんの博物館を見て回ることができましたこと
で、博物館という同じ種類のものであっても、それぞれの博物館に特徴があり、展示の仕方も異
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なることがよくわかりました。古くからある博物館などは所蔵している資料が多く、現物（本物）
を中心に展示している所もあれば、新しい博物館に多いのが、現物の資料を集めることが困難で
あるという理由や、市民への教育活動という役割を考えると一概に現物である必然性はなく、レ
プリカを中心に展示しているという博物館があり、対照的でした。大阪では弥生文化博物館、東
京では国立歴史民俗博物館がレプリカをうまく使って、見学にくる市民の気持ちを考えた展示、
興味をもてる展示を工夫している点に感心しました。特に、国立歴史民俗博物館は規模が大きく、
ここにくる人がオリエンテーションをしているような気分をもたせるように、 とつつきやすい展
示であり、本物かレプリカかという観念を働かせる必要が全くなく、博物館というものは、本物
を展示し見せてくれるという考えを覆すような展示をしていて、考えさせられました。
展示をするにあたって学芸員の仕事は想像以上にたくさんあり、 1つの特別展をするとしたら、
予算案を見積もり、図録を作成し、展示企画（出品物の選定）をすると共にその出品物を借りる
手続きをするなどといったように、それぞれがとても忙しいのにもかかわらず、 1つの博物館に
は少数の学芸員しかいないということもわかりました。又、細かいことでは、博物館をつくる側
に博物館をつくる際に学芸員との意思の疎通ができないことが多いらしく （博物館をつくってか
ら学芸員を採用するなど)、展示スペースや収蔵庫の位置やスペースに対して、実際に働いてい
る学芸員の人が使いづらい、設計ミスであるという指摘が多いことにびっくりしました。
展示に関しては、実際に自分達で展示テーマを決め、実習展を行うことで、展示を行う方の立
場を知ることができました。まず、展示の意図・目的を考え展示テーマを決める際にも、どうい
った展示が皆に興味をもってもらえるかなど頭を悩まし、考えているテーマが実際に展示に向い
ているかということも考え、テーマが決定してからも、資料を集めるのに苦労したり手に入らな
かったりと悩みが多かったです。又、いざ展示をするといった時になると展示方法も迷い、見に
くる人の目線にも気を使わなければならないのです。実習展が無事に終わった後、実習展につい
て先生方から評価をして頂き、私達が気付かなかった反省点としては、図録を見なくても展示意
図がわかる展示をしなければならない点や、キャプションについて名称・呼称の区別をきちんと
するという点、又、私達は“節分”ということで家庭における魔除けの道具を中,L､に自分達で作
って、展示をしたのですが、その展示品が手作りであることも表示したらおもしろいのではない
かなどといったことが挙げられました。なんといっても、展示意図を決められたスペースの展示
の中でわかるようにするということはとても難しいことでした。他の班の展示に対する指摘の中
では、展示の照明や配置についてや写真展示に対する注意などがありました。
実習の授業の中で、展示資料の取扱い方を勉強しましたが、 とても気を遣うことが多く、緊張
しました。まず、その資料がどういったものなのかを知ることが大切であり鑑識能力を身に付け
なくてはならないと思いました。自分に対しての注意点としては、資料に触る前に手を洗い清潔
にし、服装は普通のもので動きやすいものを着用、指輪や時計も資料を傷つけるため外すように
し、運搬する際は、運搬する道順が安全か否かを事前にチェックし、グループで協力しあうこと
が大切です。鑑賞する際にはできるだけ低い姿勢で欠やすいもの、こわれやすいものを見分けて
静かに丁寧に取り扱うようにしなければなりません。運搬に関しては、 トラックなどで輸送する
場合、壊れたり割れないように資料の凹凸をなくし、薄紙や綿枕、エアーキャップなどで梱包し
ますが、現在は学芸員が梱包する機会が少なくなってきていて、ほとんど運送業者の者に頼み、
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学芸員は指示するだけのようで、運搬業者の多様化（専門的な作業をするという事）にもびっく
りしました。
博物館実習の授業では、たくさんの博物館や美術館、公文書館をみてきましたが、泊まりがけ
で行ったことも多く、特に今年はじめて行われた別府への洋上実習にも参加しました。他大学と
合同の実習であるうえ、はじめての試みということで先生方も工夫しながら行っておられました
が、私にとっては慌ただしく過ぎ去っていったという感じがします。先生方の方でも想像以上の
人数が集まったということでしょうが、あまりにも大勢では他大学との交流がほとんどできなか
ったのは、各大学ごとのバスでの移動というためでもあるのではないでしょうか。又、現地での
見学地が日程のわりには多く、 1つの場所に1時間いることができなかったので、せっかくの見
学地をゆっくりと見ることができずとても残念でした。船上での勉強もスライドを使って下さっ
た先生もいらっしゃったのですが、人数のわりに適切な場所がなかったため、 しっかりみること
ができませんでした。博物館実習という授業を通して同じ興味をもつ他大学の生徒との交流・情
報交換、又は他大学の先生方との交流といったことができる洋上実習という行事はとても素晴ら
しい事であると思うので、回を重ねるごとにもっと改善されて上記のようなことが実際できるよ
うになればいいなあと思います。又、東京での実習も、知らない大都会の中、どうやってその実
習場所にいっていいのか、どの電車に乗ればいいのかさっぱりわからなかったので、 もう少し詳
しく集合場所への地図を事前に用意して教えてほしかったと思いました。
この実習をうけての全体的な感想は、貴重な経験をさせて頂いたということです。博物館の社
会的役割や、学芸員の心構えなどを教えて頂いたわけですが、学芸員にならなくても、そういっ
たことは、自分の心構えや行動次第でどうとでもいかすことができることだと思います。学芸員
になることは難しいけれども、博物館が果たす社会的な役割、つまり市民へのサービスといった
ことや生涯教育といった分野で、違った形でかかわっていけるし、どんな形にしるかかわってい
きたいと思っています。その際にこの授業の経験は大変でしたが、貴重な財産になることだと思
います。先生方、博物館学芸員の方、博物館関係者の方は忙しい中、親切に教えて頂いて本当に
有り難く思っています。
唖ヨニヌ~言う
社91-1234水本裕子
1年間博物館実習の授業を受け、様々な体験をすることにより、新たな視点から物を見ること
を学びました。 1年前まで博物館に接する時は、一来館者として展示物を何気無く見ているだけ
でした。しかし、今は博物館を作る立場になってものを考えることはどういうことなのか、導入
部分を学ぶことができました。そのことにより、博物館に親しみをもちました。この1年で、改
めて感じた3つのことを書いておきたいと思います。
第1に、博物館に展示している物は単なる陳列物であってはならず、常に見ている人に訴えな
ければならないということです。それは口や、図録によって説明きれる以前に、展示場だけで表
現しなければなりません。展示物を見て、これはこういう意味なのかあと来館者が思えることは、
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当たり前のことだと感じていました。でも、その展示物に意味づけをするのは学芸員であって、
そのことによって初めて、ただの物から展示する価値のある物に変化します。博物館の展示物は、
日常から切り離された物です。その物たちに一連のストーリー性をもたせるのは、難しいことだ
と思います。しかし、ストーリー性によって展示の善し悪しが決まるといっても過言ではないで
しょう。私たちも展示実習を開かせて頂きましたが､このことが一番難しかったことです｡｢絵馬」
についての展示を行ったのですが、自分たちの視点を明確に展示ケースに表せなかった気がしま
す。 もっと現代と絵馬との関係を明確にすることによって、見ている人を魅き付けるきっかけを
つくることができるのではないかと思います。
博物館の展示の中でも美術品を扱ったものと、歴史的、民俗的価値のあるものを扱ったのでは、
ニュアンスが違うのではないでしょうか。鑑賞品としての展示と、学習的展示があると思うので
す。有名な画家の絵画を展示する時は、その絵そのものが情報であり、見ている人はその絵の中
からそれぞれの感じ方で絵を見ます。何枚かの絵の中から、展示する絵を選び出すのは学芸員で
ありますが、その絵を画家が作りだす背景、位置づけしかできないでしょう。その絵自体の鑑賞
は、見ている人、個人のものになります。歴史博物館や科学館は鑑賞用というよりは、一連の何
かを訴えたくて、その道具として展示物があるような気がします。私は歴史コースだったため、
美術館より歴史博物館などの方に見学に行く機会が多くありました。そこにはより強いストーリ
ー性が必要とされ、また重視されていました。奈良県立橿原考古学研究所附属博物館、国立科学
博物館、国立歴史民俗博物館、 日本民家集落博物館など、特にストーリー性が重視されていると
感じました。まず、どの展示会場からでも回れる展示の仕方が印象的でした。比較的、当たり前
とされていることなのかも知れませんが、見る人の興味のある所から見せる方法は、博物館の内
容を強要しないつくりだと思います。来館者には、様々な人がいます。時間がない人、興味をも
って来た人など。そのような人たちに対応するには、ある程度見る人の自由のきく部分がなくて
はいけないでしょう。また、どんな状況から見たとしても、意図がわかる展示方法を取らなけれ
ばならないでしょう。そのようなことが揃って、見る人が自分の知的欲求を満たし、新たな発見
を得ることができます。
また、展示方法として、様々な工夫がなされていました。物の展示の他に、実物大の模型が作
られていたり、ビデオテークカ殼置されていたり、直接触れられるようにガラスケースが外され
ていたりしました。より体験型の展示が多くありました。その中で共通して言えることは、どの
方法をとっても、見る人に身近に感じられるところから、ストーリーが始まっているということ
でした。
第2に、一見、博物館は展示きれているのが全てであると思いがちですが、博物館は様々な機
能によって成り立っているということです。展示として表に現れてくるまでに、建物があり、研
究がなきれ、収集が行われ、保管され、企画され何段階もの機能力端わらなければなりません。
その幅広い作業を行うのは学芸員ですが、 ソフト的なところだけを担っています。それに対し、
博物館の建物や人材的問題など、展示物を実際に扱うことより他のハード的なところは、違う管
理下で行われているのが少なくないことを知りました。博物館を作るうえでの学芸員の作業の広
さに驚かざれますが、ハード的なところまで係われないこともある実態に、残念な気がします。
芦屋市立美術博物館は、かたつむり形をイメージしたかわいい建物でした。第一印象は、おしや
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れだなあと思いましたが、いざ中に入ってみると展示スペースの取り方が難しそうで、何にも生
かざれていない空間がありました。そこの学芸員の方も言っておられましたが、展示する側の人
が入らずに設計きれてしまった結果のようです。また、様々な博物館で収蔵庫の問題を聞きまし
た。西日が差し込む向きに作られていたり、入り口に大きな段差があったり、収蔵スペースが小
呑かつたり。これは、立地条件のところからの問題が大きいのかも知れませんが、実際に作業を
したことがある人しか分からない問題が克服されていないといえます。莫大な資料を処理、保存
することを考えれば、建物の効率を求めるのは当たり前であり、 ともに考えなければならないこ
とだと思います。ソフト的として挙げた収集機能では、 「常に満足せず求めようとしなければ、
博物館の活動は止まってしまう」といくつかの博物館の方が言っておられました。これは学芸員
力研究を行うことも指していますが、実務に追われ、そこまで十分に行き届いていない博物館も
あるようです。博物館法で定められている学芸員の人数は目標として存在し、実際とは差がある
ようです。専門分野を越えたところで作業をしなければいけない、時間的な余裕がないというこ
とは、展示にも影響を及ぼしてくるのではないでしょうか。博物館には様々な機能がありますが、
すべてが関連性をもち、省くことができないものだと感じました。
第3に、物を見る、物を扱うとはどういうことか、 ということです。実習の中で梱包、資料整
理、調書取り、写真撮影など行ってきました。物をよく見る、物を丁寧に扱うことが大切だと先
生に言われました。最初、そうするのは当たり前であって、簡単にできると思い込んでいました。
しかし、その思い込みは「しているつもり」の域から脱していないことにすぐ気がつきました。
梱包の作業では、壊れやすい所を補強しながら進めていきます。自分が補強できたと思っても、
それはある一方からの力に対するものでしかないことを思い知らされる場面も多々ありました。
また、物と物の相性も考えながら箱づめをしなければ、たとえ1つ1つが上手に梱包できていた
としても、意味のないことになってしまいます。持ち方ひとつでも、その物の性質を知ったうえ
で持たないと、丁寧に扱ったことにはならないのです。調書を取る時、手書きで実物を写します。
写真で撮る方が、その物のデータを残すことになるのではないかと考えていましたが、写生の方
が優れていることがすぐに、分かりました。写真は一視点からしか捕らえることはできません。
写生は見えない角度を補うことができ、書く過程で新たな発見を見いだすことができます。物の
形を知るために見るのと、その特徴を記録に残すために見るのとでは、大きな違いがあるのが分
かりました。また調書を書く時に、分からなければ空白にしておく、無理して書き込もうとしな
い（大体でいいやということを排除する）徹底ざが、よく見る作業なのだと感じました。このよ
うな経験をさらにはっきり確認することができたのは、佃一茶庵でした。「煎茶は茶の湯とは違い、
マニュアル的なものはなく、最低ラインのマナーだけしかありません」と言われました。しかし、
厳しい作法の中にサロン的役割があるのだと強く感じました。掛け軸、お道具の拝見は、瞬間に
して善し悪しを見極め、自分の目で見たことを記憶するというところに、厳しさを感じました。
お菓子を取る時は、次に取る人が取りやすいように自分の動作を終える。最低ラインのマナーと
言われつつ、 日常では忘れられている心遣いを思い出きせられる気がしました。
私にとって実習は、このように新たな発見を得るものとなりました。それは受動的でなく、能
動的な接し方をすることによって得られたのだと思っています。博物館は来館者に訴えるものを
示してくれますが、見る側が何か得ようとしなければ、展示物はただの陳列物になってしまいま
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す。博物館は知識を来館者に与える所ではなく、来館者の知的欲求に応え、何らかのきっかけを
与えるものではないでしょうか。それは学校で知識を詰め込むようでなく、自発的に知ろうとす
ることによって初めて、博物館側と来館者側がコミュニケーションをとれるのではないでしょう
か。来館者はある程度、どのような博物館かを知ることが必要になってきます。それは、自分の
求める博物館はどこかを知るためです。反対に、博物館側もどのような展示がなきれているか、
宣伝する必要がでてきます。最近、新聞の催し物情報が書かれた欄や、観光ガイドブックなどに
宣伝をしているのを見かけます。宣伝といっても、利益を求めるものであってはなりません。し
かし、広い範囲の人に知ってもらうことは大切だと思います。博物館には「友の会」を組織し、
会員に研究や勉学の場と材料を提供し、 ともに学ぶところが多いようです。その輪を会員だけで
なく、その存在を知らない人たちへも広げていけば、活字による宣伝よりも （伝える範囲は狭く
ても）具体的なことを知る意味で、効果があるのではないでしょうか。私の市では、博物館では
ないのですが、埋蔵文化財の遺跡発掘センターがまとまった遺跡を発掘したら、その都度説明会
を行っています。気軽に参加できるものです。このように興味をもつ機会を作るのは、かしこま
った行事だけでなくてもいいと思います。これからますます、博物館が増えるでしょう。営利目
的のものではなく、地域の人たちが興味をもてる博物館を目指していけば、コミュニケーション
のとれる博物館になるのではないでしょうか。私もこの1年をきっかけとして、様々な博物館と
接していきたいと考えています。
師~=~D
哲91-28木本惠子
授業について
現役の学芸員である先生方の講義は、大学の講義とはまた違った本当の実習でした。 1年を通
して、つくづく思ったことは学芸員はオールマイテイーでなければならないことです。知識の面
ではもちろんのこと、カメラマンであり、編集者であり、デザイナーであり、そして展示品に対
する最高責任者である、このような状態は決して学芸員の望んでいるところではないそうですが、
現実がそうである以上、すべてに通じてなければならず、勉強しなければならないことがありす
ぎるということが私の感想です。そして、人間性ということが、これほど重要だと教えられた授
業はありませんでした。これは自分自身が各博物館、美術館を見学し、学芸員の方のお話をお聞
きするたびに感じることでもあり、 また「相手の身になる」ということの難しさも、考えきせら
れる点がたくざんありました。
展示品の運搬の授業では、いかに私達が不注意に物を扱い､そして扱い方を知らないか、 まさ
に無知の知でした。貴重なものであるとわかっていても、細心の注意を払っていてもやはり運搬
方法を教わるまでは気がつかない箇所が多々あることは驚きでした。また、 「人の振り見て我が
振りなおせ」で自分自身では細心と思っていても、不十分なことがなくなることはないのだなと
思いました。
清掃についても同じですが、展示ケースの展示状況をこと細かく図に記載しておかないと痛い
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目に合うということも学びました。
梱包・発送実習においても、私は劣等生で全くの悪い見本でした。展示品のもろきばかり気に
なって、強く梱包すると壊しそうなので緩くしてしまい、箱の中でおよいでいるような始末で、
しっかり勉強させてもらいました。
図録の編集は大変難しかったのを覚えていますが、この授業以後図録を見る目が変わり、図録
にも上手下手があるのがわかって大変おもしろいです。
写真撮影の実習においては、コンパクトカメラしか使ったことがなかったので、カメラに35ミ
リ以外に4の5やライカ版などいろいろなカメラを覗くことができて、本当によい機会だったと
思うとともに、一眼レフのカメラく．らい写せるようになりたいと思っています。自分が撮った写
真がどのように写っているのか早く見たいです（先生が返却して下さるとおっしゃったのですが
…)。
調書の作成は学芸員にとって、一番大切なその学芸員の実力を表すものだと、すべての先生が
おっしゃっていたことが大変印象に残っています。私達は調書のすべてをうめることはなかった
ですが、スケッチを何回も授業で描きました。描くことによって、それまで見えてこなかったも
のまでが見えてくると共に、今でも描いた図が頭に浮かんで来るほど鮮明に残っていることがス
ケッチの大切ざを物語っていると思います。これは美学美術史の学生としても必要なことで、絵
を見る時にもメモをとるクセを少しづつではありますがついたような気がします。
それぞれの授業、各先生から本当にいろいろなことを学んだと思います。 1つ寳沢を言わせて
頂けるなら、私が所属していた美術班は人数がとても多く、他の班に比べて授業の濃ざという点
においては少し不満を感じます。美術班としての専門性ももう少しあってもいいのではと考えま
す。
見学について
岡山・倉敷方面博物館施設見学、東京都下博物館施設見学をはじめとした博物館、美術館そし
て各施設の見学は、この関西大学博物館実習を受講して良かったと思う一番の点でしょう。確か
にお金はたくざんかかり、土．日曜日つぶれるという点で、そのやりくりには苦労しましたが、
その苦労に値するものは十分得たように思います。
博物館・美術館は自分自身でも見学はできますが、この実習においては普段見ることのできな
い館の裏側を見学させてもらい、収蔵庫や搬入口などその館その館の長所．短所など知ることが
でき、博物館・美術館などを見る視点を増やすことができました。
岡山・倉敷方面博物館施設見学では、倉敷考古館、大原美術館、岡山県立オリエント美術館、
岡山県立博物館、岡山夢二郷土美術館を見学しましたが、一番印象深かったのは大原美術館であ
り、すべて見られず残念だったのも大原美術館でした。大原孫三郎氏の残した文化に対する貢献
の大ききに感嘆するばかりでした。このような美術館は東京にも大阪にもないものです。それ以
外にも各館の学芸員ざんがとても親切で積極的に説明してくだきいました。また大阪などに比べ、
小学生などへの学習の場としての活動を見ることができたと思います。
また、東京都下博物館施設見学においては国立東京博物館、国立科学博物館、 日本民芸館、出
光美術館、江戸東京博物館、山種美術館を見学しました。国立の2館、特に東京国立博物館は広
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大で1日で見学するのは大変でした。この東京国立博物館のミュージアムショップは大変大きく
他にないものだと思いました。将来的にはこのようなミュージアムショップは注目されてもいい
点ではないでしょうか。日本民芸館はあまり知られていない館ですが、趣きがあって素晴らしい
博物館だと思いました。また、山種美術館の学芸員の方のお話が大変興味深かったです。 「近代
日本画は良いと思わない」と問題提起されたのにはちょっと驚いてしまいました。
江戸東京博物館については、お金がかかっているなあと思いました。しかしアミューズメント
に重きをおきすぎたせいか、何かの地方博のパビリオンのようでした。ハッキリいってつまらな
かったです。
大阪ナニワ印刷株式会社見学と宮田宗秀裏千家家元宅にお茶を頂きにいったことは、私自身に
とってたいへん身になった見学でした。それまでの見学を常識とすれば、この見学は教養という
べき位置付けで、より良い学芸員になるための礼を身につけるためにとても役に立つもので、こ
れからも是非続けて欲しいと思います。
博物館実習展について
これほど苦労するとは正直言って思いませんでした。テーマを「画材と技法」としたので具体
的に何を展示するのかという問題が表れたので大変でした。なぜこのテーマを採用したのかとい
うと、私達はよく絵画の意義だとか、その作者には大きな関心を寄せるのに、絵画がどんな材料
から、どのようにして描かれるのかをあまりにも知らないのではないかと思ったからです。とこ
ろが、いざ展示をしようとすると、画材そのものを展示しようとすると予算がとても足りないし、
それではただの画材屋になってしまう。そこで焦点をしぼって西洋と日本を代表する油絵と浮世
絵版画の技法を採り上げようということになりました。また、その2つを結ぶ線としてジャポニ
スム、特にゴッホと歌川広重に注目し、展開していこうと決定しました。幸い、私が受講してい
る講義の担当の先生が、神戸市立博物館の学芸員である岡泰正先生でしたので、先生にお願いし
て、広重の「蒲原」の順序摺をお借りすることができたので、展示することができました。また、
井渓先生から製作工程のビデオをお借りできたことも展示するにあたって本当に助かりました。
図録は浮世絵と油絵ということもあって、縦書きと横書きの両用、両表紙という方針で進めた
のですが、結局失敗に終わったようです。私としてはよい考えだと今でも考えていますし、そん
なにハチャメチャな企画なのでしょうか。確かにページオーバーで、横書きの方は清書されてい
なかったということもありますが、最後になってみんなの前であんなに酷評されるとは思いませ
んでした。先生の中に「こんなのもある」と言って頂けたのが唯一の救いでした。
この実習展を通して、 まきにこの1年間の成果が現われたと思います。展覧会を開くにあたっ
て人と人とのつながりや協力がいかに重要なことか、そして今まで学んできたことからどんな切
り口を見つけるか、何をどのように展示するか、 まさに身を持って体験することから学んでいく
という感じです。いかに私達の目にする展覧会が様々な行程を経て、こんなに苦労して開かれて
いるんだということはやってみなければわからなかったことです。
総括
1年間この博物館実習の受講は、入学当時からの希望でした。想像ほど楽しくかっこのいいも
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のではありませんでしたが、何げなくこの授業を受講した人とは、 また違う結果が私の中に残っ
ています。入学当初から希望していたとはいえ、何も知っていたわけではなく、劣等生ではあり
ましたがこのまま勉強を続けていきたいと思っています。本当に勉強がしたいと思った時に、卒
業というものがやって来るものなのですね。
俣雨ｮ言支~三つ
哲91-51早瀬涼子
1年間さまざまな実習を受けてきたが、その中でも特に印象に残った実習について振り返ると
共に、反省や感想を述べ1年間の総括としたい。
まず、実際的な実習として、歴史資料の取り扱いの基礎と方法という授業があった。関西大学
の博物館の展示室において、歴史資料を実際に手にとって運んでみるという内容であった。我々
学生にとっては、本物の資料を手にするという機会はなかなか与えられないので、これは本当に
貴重な体験であったと思う。この授業において学んだことは、資料を持ち運ぶ方法というよりは、
資料を取り扱うということに対する心がまえのようなものであったように思う。例えば、資料に
触れる前には、つまりこのような作業を行う前には、必ず手を洗うということや、時計や指輪を
外しておいたり、じゃまになるようなら、髪を束ねておくといったこと、 また、資料を台の上に
置く際は必ず台の端ではなくできるだけ中央に置くなどといったことである。気が付いたのだが、
このようなことは何も博物館の資料に対してだけ当てはまることではないのである。家庭でもあ
るいは社会に出て働くとしても、手先を清潔にとか、 じゃまな髪をくくる、 とかいったことは必
要なことである。そう考えるとこの授業はいわゆる装のようなものを学ぶ授業であったのかもし
れない。
展示実習における企画、展示技術、 目録作成の基礎という授業では、基本的な博物館の展覧会
開催までの流れのようなものを学んだ。特別展、常設展といった展覧会の種類、 また美術館にお
ける空調や光源の種類などといったものであった。また図録の作成、編集の授業では、実際に図
録をつくるつもりで、グラフ用紙に図録の編集をしてみたりした。もちろん、このような授業を
受けたからといってすぐに学芸員の仕事がこなせるかといったらそうではないのだが、学芸員が
実際にどのような仕事をしているのかということがよく分かった。図録の編集までも学芸員が行
うということは驚きで、学芸員というのは専門の学問とともにさまざまな技術が要求きれ、幅広
い知識や経験が必要な職業であるのだと思った。
岡山、倉敷における実習では、主に美術館を中心に見学した。有名な大原美術館へ行くのは、
この実習で2度目であったが、美術館の学芸員の方からお話を聞く機会があったりして、以前と
は違った見方ができた。私は個人的にも西洋絵画、特に印象派の作品に興味があったので、大原
美術館は本当に見ごたえのあるものであった。美術館としては独立した私立美術館の態勢を貫い
ているのだが、年々入館者数は減少しているというのは寂しい話であった。本館のほかに、分館、
工芸館、東洋館というふうに分れており、すべてみることは時間的に無理であったが、また改め
て行ってみたいと思う。
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東京県下の博物館見学では東京という、いわば日本の中心である都市のさまざまな博物館、美
術館を見学した。旧湯島聖堂の大成殿で開催された日本初の博覧会を機に、 「文部省博物館」と
して発足した東京国立博物館は非常に規模の大きな威厳のある博物館であった。現在の本館は関
東大震災で破損した旧本館にかわって、昭和13年に開館された建物であったが、私たちにとって
は、今までみたような、 または身近にあるような博物館とは違い、非常に古い歴史のあるような
建物であるという印象を受けた。見学時には、東洋館や法隆寺宝物館は閉鎖中で、また時間の都
合があり、本館のみを見学した。 2階建の建物はそれぞれ大変展示室も広く、ひとつひとつてい
ねいに見て回ることもできなかったが、主に日本美術の大要を概観できるようになっており、彫
刻や武具、染織、陶磁、絵画、漆工など幅広い作品が展示きれていた。私の卒業論文のテーマは
黒田清輝であったのだが、ちょうど2階の絵画の展示において、黒田清輝の「読書」という作品
があり、驚くと共に、非常に感動した。早速メモをとってみたのだが、なかなか上手にはとれな
かった。博物館実習では各地の博物館美術館へ行く機会が多かったのだが、ちょっとしたメモの
取り方などの練習をすればよかったと反省するばかりである。また、具体的にどのようにメモを
取ればよいのかなどの授業もあればよかったのではないかと思う。もちろんこういったことは自
分で学んで行く必要もあるだろうし、個々の研究分野が違うので一概にして授業を行うことは難
しいであろうが、実際的なメモ取りなどの訓練は学芸員としてだけではなく、これから社会に出
ても、観察力を養うという点で大切なことではないだろうか。
また東京都下の見学において非常に印象に残っている博物館としては、江戸東京博物館が挙げ
られる。この博物館は平成5年に開館したばかりで、規模も大変大きなものであった。館内の展
示室をはじめとしてその他の施設も充実しており、現代の博物館として学ぶべき点はたくざんあ
った。まず、博物館というのは、ただものを展示するだけという施設ではなくなっている、 とい
うことを強く感じた。この博物館では、江戸時代の建物を復元し、それを体感させようという意
図があり、例えば江戸時代の日本橋や住居をそのままの大ききで再現したり、あるいは町並みを
模型で製作したりしている。そしてこのため、展示室は吹き抜けのような状態で、非常に広い空
間を使ったものになっていた。またあちこちで決まった時間になると、模型などを動かしてちょ
っとしたショーのような催しが行われ、案内員がそれについての歴史や風俗を説明するといった
ような工夫もあり、人々の注目をひいていた。いずれも、ただ、昔の資料を見るというのではな
く、再現された資料を使って体験するという展示方法である。このような展示方法をとることに
よって、人々にさまざまな方向で興味をもたせることができるのではないだろうか。また子供に
とっても非常にわかりやすい展示方法であるといえる。
日本民家集落博物館は、資料を再現するというのではなく、昔のそのままの資料を展示するこ
とに重点を置いたものであった。そこでは全国からの民家をそのまま屋外に設置し、 1つの公園
のような形で展示していた。そして、外から見るだけではなく、中に入ることもでき、よく観察
することもできた。ここでは、写真でとるのではなく、自分で見てスケッチする、 という授業が
行われた。絵を描くというのは面倒な作業であるが、普段からも写真を撮るということに頼りが
ちの私たちにとっては、改めて自分の目でしっかりとものを見るということの難しさ、大切さを
感じる思いであった。
展示実習の授業では、いわば博物館実習の総仕上げとして、自分たちの手で展示会を開催した。
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展示会の準備は最初から戸惑うことばかりで、皆が連帯して仕事を進める難しさを実感した。私
たちの班は画材について展示を行うということに決めたものの、具体的に何をどのように展示す
るかという段になると、意見が度々滞り、話合いがなかなか上手く進まなかった。その原因とし
ては、皆が自分たちの知識のなきに尻込みして、意見をどんどん出す、 または誰かがリーダーシ
ップをとるということがなかった、 といったことが挙げられるように思う。しかし、なんとか展
示という形にするために勉強したり、協力し合ったりしたことは大変良い経験になった。反省と
しては展示にしても図録にしても、分担を決めて作業を行うまではよかったのであるが、それを
まとめて、ひとつのものを作り上げるというところでいまひとつ上手く行かなかったことである。
皆が自分の分担さえできればそれでいいだろう、 というような気持ちがあったのではないだろう
か。やはりここでも、 リーダーシップを誰かがとる、そしてそれをまわりがサポートする、 とい
うような組織的な活動の不得手が感じられるのである。
ここまで振り返ってきて感じることは、博物館実習という授業は何も学芸員になるためだけの
授業ではなかったのではないか、 ということである。もちろん、この授業は博物館の学芸員にな
るための必修のものであり、その志のある者のために行われる特殊な授業である。しかし、実際
に学芸員になれるかどうかというのは現実問題として非常に難しく、授業を受けた者のほとんど
は一般企業への就職などと別の道へと進むことになる。正直に言うと私自身も本気で学芸員にな
る、 という意志はなかったし、実際一般企業への就職が決まっている。けれども、 1年間この授
業が無駄であったとは思わないし、 （もちろん無駄であると思うくらいなら最初からとってはい
ないが）むしろ、自分にとって大変有益であったと思う。表現をするなら、よい経験をした、 と
いうほうが当てはまる。あちこちの博物館、美術館へ日曜日や休みを返上して出向いたり、毎週
授業があったり、 と本当に大変な授業であったが、それだけに得たものは大きかったように思う。
この経験はこれから社会にでても、 また生活するにおいても、自分の知識として役立たせて行き
たい。最後に、このようにすばらしい授業を行うために努力されたであろう諸先生がたに感謝を
すると共に、これからも関西大学の博物館実習をよりよいものにするように頑張って頂くように
お願いしたい。
侵荷ﾖｰﾇ~言う
史・地91-34音在志緒
私が最初に博物館実習を受講したいと思ったのは、学芸員になり、博物館の仕事をしたいと思
ったからでした。実際に学芸員の仕事をするのは無理だと分かりましたが、実習授業は私にとっ
てとてもプラスになったと思います。私は、今まで美術館や博物館に行ってもかなり失礼な見方
をしていました。会場に入っても適当に作品を見るだけだったり、説明文も読んだり読まなかっ
たりということがよくあったからです。自分達で展示実習を行ってみて、 1つの博物館が1つの
展示を行うのには並々ならぬ努力が必要であると分かりました。たとえば、作品が展示してある
ガラスケースの中の台の色や、題せんの位置、字の大きさまで、どんな細かい所も担当の人が自
分で考えて実践しているというのはすごいことであると思います。作品を見る側もその努力に対
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して敬意をはらい、しっかり見ていくことが礼儀だと思います。
昨年の2月に、私は友人と共にイギリス、フランスに旅行し、色々な博物館・美術館をまわり
ました。その中でもあの有名な大英博物館は非常に大きな存在感を持った博物館でした。展示室
の広さ、照明の豪華さ、作品の多ざなど、博物館の内容もすごいものでしたが、何よりも私は1
つの博物館として表現しようとしていることがはっきりしているところに魅かれました。まだイ
ギリスが大英帝国として大きな権力を持っていた時代、その威光を表現しているものと私は理解
しました。他には、自然史博物館にも行きました。ここでは恐竜の化石や昆虫類を展示し、展示
室の照明は暗く落とされていたと思います。子供に分かりやすい説明をつけて勉強をする場所と
して活用されており、座って作品をスケッチすることも可能でした。
昨年1年間、 日本の博物館を色々訪れて思ったことは、結構似た者同志で個性があまりないの
ではないかということです。少しの変化や工夫はありましたが、 1つ1つがはっきりとした主張
を持っていないように思いました。どんなに良い展示をしていても、建物との雰囲気があわなか
ったり、西洋の雰囲気をとり入れすぎて、せっかくの日本らしさ力憾じられない所などもありま
した。金銭的に無理があるのかもしれませんが、 もっと全体の調和を追求したり、どの博物館も
実践していないことをしてみれば面白いのではないかと思います。 日本画や掛軸、壺などを見せ
る場合、フロアごと畳じきにしてしまうなど、可能かどうかは分かりませんが、 もし実現したら
面白いだろうと思います。作品の色あいというのもとても大切なものです。隣同志に置かれた作
品が、お互いの良さを消してしまってはいけないと思います。作品は年代順に置かれる場合が多
いですが、時々色あいがぶつかりあっていて、見ていて疲れる場合がありました。カラーコーデ
ィネーターが仮に博物館にいるなら、新しい観点が開けてくる気がします。私が今までで一番工
夫を感じたのはガラスケースの中の作品の下に畳がしかれてあった時です。これはとても雰囲気
が良かったと思います。
作品以外の説明文や題せんは、それぞれの博物館によって字の大きさ、量、字の色がちがいま
した。それぞれの学芸員の方が一番良いと思った様に完成されていたのでしょうが、本当に1人
1人の考え方は様々です。私は混声合唱のクラブに入っており、12月には毎年定期演奏会として
1つのコンサートを作りあげるのですが、自分達は成功したと思っていても、お客様のアンケー
トを見ると不評であったり、自分達の予想以上に感動してもらえたり、様々な反応がかえってき
ます。人というのは本当に1人1人見方が違うということを実感しました。また、物を作る方も
客観的に自分の作ったものを批評できる目を持つべきです。しかし、学芸員としてベテランにな
っていくにつれて客観的な目というものは失われていくのではないかと思います。ある程度自分
の型というものができてくると、変わったことというのは出来にくくなってくるとも思われます。
そういう意味で、ベテランになりながらも客観的視点を忘れないことはとても大変なことです。
学芸員の方々の大変さというものを私達は少しですが体験することができました。展示実習は
とても貴重な経験でした。私のグループは少人数で、 6名しかいませんでしたが、皆何か変わっ
た物を作りたいという人ばかりでした。 “受胎告知”の絵の中の人物や動物などの持つ意味をク
ローズアップして説明すると面白いのではないかと考え、図書館で色々調べることから始めまし
た。皆が4回生であったので、時間的余裕がない上に、 6名で調べていくのはかなり大変なこと
でした。結局調べることに手間どってしまい、展示ケースの中で説明するところまでいたらず、
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展示案内の本の中に説明するだけで終わってしまいました。
次に、ガラスケースの中に作品を展示する時には、細心の注意が必要でした。題せんの大きき、
絵と絵の間の距離、バランスや絵が傾いていないかなど、たった1ケースでしたが、1つのテー
マで展示をすることの大変ざというものを実感しました。いざ展示会が始まってみると、大学院
生の青木さんが中心となって行った道具と画材をテーマにして展示や、化粧道具の展示など、本
当によくまとまっていて面白い展示がありました。人数が少なかったからといって弁解はできな
いなと思いました。結局、アイデアと実践が両立できてはじめて展示というものは成功するもの
です。私は自分が展示を体験することによって、どの博物館の展示も私達のように何人かの人間
が行っているという親近感を持つことができました。今までは博物館の展示をする人は、私なん
かとは関係のない、 とても偉い人だと思っており、全く別世界と思っていましたが、自分が展示
を行ったことによって距離が近くなり、素朴な疑問や博物館の人々の工夫や心づかいを感じとれ
るようになったのです。本当に展示実習をして良かったと思っています。
博物館実習の一環として収蔵庫の中や印刷会社など、一般の人が入れない所に入れたこともと
てもいい経験でした。収蔵庫の方は、本当に個々の博物館によって収蔵の仕方が違い、持ってい
る作品も違うのでシステムにも独自性がありました。収蔵庫は入館客からは見えない部分ですが、
学芸員が工夫をしなければいけない大切な所だと思いました。少々作品が多い博物館では、ただ
作品が雑多に置かれているだけということもありましたが、ほとんどが空調設備や警備などもし
っかり備わっていて、作品もきちんと分類きれ、人間より丁重な扱いをうけているようにも思わ
れました。博物館という所は結局文化を残そうとする所なので、国自体に余裕がなくなれば、削
られたり、戦争で消失する恐れもあります。そういう意味で、これだけお金をかけて文化財を大
切にしていけるのは、 日本が平和であるからだろうと博物館に行く度に思いました。以前、カナ
ダに友人を訪ねた時があり、その友人の母親にカナダの城へ連れていって頂いたことがありまし
た。その時彼女に、 「この城はまだ建ってから何百年く“らいしかたっていない。アメリカやカナ
ダは結局まだ歴史が浅い。日本には古い歴史があっていいね｡」と言われたのを覚えています。
たしかに日本はかなり長い歴史を持っており、その分文化財も豊富に残っています。日本の学芸
員の人達は、それを守っていかなければいけないので本当に大変だと思います。彼女の言葉を聞
いて、文化財というのは、 日本だけでなく、人類の宝なのだと実感しました。日本人には外国の
ものばかり追いかけて日本のものを顧みない人が多いと思います。それでは日本のものを守って
いくことは出来ません。学芸員だけでなく、 日本人全員が文化財に対する意識を持つべきです。
そのためにも、 もっと一般の人々に対するアピールを強めていくといいのではないかと思います。
よくコマーシャルで展示会の題名や日時は放送きれますが、展示会の中の面白い部分をもっとア
ピールするべきだと思います。あまりにシンプルな宣伝では、今までに興味を持っていた人しか
来てくれません。これから興味を持つ人を増やすために、アピールは大切な部分だと思います。
また、 日本は入館するための料金が高すぎるのではないでしょうか。イギリスでは、大英博物館
は無料でした。他の博物館も安い金額で作品を見ることができました。もっと国からの援助があ
れば安くなるのかもしれません。何故日本ではこれ程高いのか事情はよく分かりませんが、展示
は見る人がいてこそ価値のあるものだと思います。 もう少し手頃な値段で良い作品を見ることが
できるならば、博物館を訪れる人は増えるのではないかと考えます。
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かなり勝手な意見を色々書いてしまいましたが《私が1年間受講きせて頂いて正直に思ったこ
とです。失礼はおわび致します｡ 4回生という忙しい時期に博物館実習を履修した私は、何度か
この実習さえなければもう少し楽になれるのにと思いました。しかし1年間実習に参加させて頂
き、終了した時本当に受講して良かったと思いました。今まで持っていなかった疑問や考えを持
てるようになったことは私にとってプラスです。 4回生という大学最後の年に新しい友人もでき
ました。ただ椅子に座って受講するだけではなく、色々なものを見たり、博物館を訪れたり、何
より受け身でなく自分から進んで行う授業としての展示はとても面白いものであったと思います。
これからも、この博物館実習という授業が続いていくこと、学芸員になれる人が増えることを願
っています。
諸先生方、 1年間お世話になりました。本当にありがとうございました。
癖=ヌーフ
史・地91-151森脇吟子
博物館実習を振り返るとこの1年、実にいろいろなことがあった。つらかったこと以上に得る
ものが大きかったことが今は懐かしく思い出される。
1年間を通じて実習の授業はためになるものばかりであった。講義で習ったことが実際の見学
で生かせるという構成になっていて、無駄なことがなかった。 4、 5月の講義では博物館の展示
品についての知識を得た。私は学芸員の資格の他に図書館司書の資格の習得をめざしているが、
記号で分類されるものは本だけだと思っていた。最初の講義で博物館資料のなかにもそのような
分類があるということを初めて知った。しかし、生きた文化財を記号だけで分類してしまうのも
味気ない気がする。図書においてもそうだが、資料の細分にも限界があることを感じた。ただ、
実習生がいろいろ意見を出しあって分類を考えていくうえで非常にためになる講義であった。
講義でためになったことといえば、ビデオを用いた講義である。やはり視覚的な効果は大きい。
特に美術品においてはその形状、材質、色彩を知るにあたって得るものは大きいし、梱包や取り
扱い方法がよりよくわかった。文化財の取り扱いと展示の方法についてのビデオをみたときに感
心したのは、文化財の展示にあたって照明や湿度だけではなく、 レイアウトが大切であることが
わかったことだ。人の目線の位置、スペースをいかに見計らって考えるかは難しいことである。
さらに、美術工芸品の取り扱い方についてのビデオでは、仏像の取り扱いにあたって、 1体の仏
像がこんなにさまざまな部品から成り立っていることを初めて知った。光背や台座、寄木造りの
ものになると実にたくさんの部品がある。 1体の仏像と思ってぞんざいな扱いをしてはならない
ことがよくわかった。
博物館実習室で実際に工芸品や遺物、美術品に触れることができたのは、実に貴重な経験であ
った。博物館に展示してあるものは見ることはできても実際に触れることは専門家にしかできな
い。展示品に触れることによってさまざまなことを知ることができる。材質や重量など思わぬ発
見があるものだ。壊れやすいものを運ぶときはさすがに緊張した。そして、 ものを扱うときの細
かな気遣いを覚えた。私が日頃何気なくしている指輪や時計などが展示品には大敵であることを
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知った。ものを扱うときにはこれほどの神経が必要なのだと思ったとき、 ものに対する心構えが
変わった。いい教訓になった。
展示品を輸送するのに必要な梱包は労力を要する。それが非常に細工の細かいものであればな
おさらだ。ほとんど細工のない壺を梱包するのにも、全部梱包してしまったら元々の大きさの2
～3倍以上になってしまう。非常な力仕事であるのと同時に細かな神経も要する。自分でやった
梱包が完壁であると思っても、人のと比べたらまだまだ甘いということがわかった。人と比較す
る点においても実習が役に立った。将来はもっと技術が進歩して梱包の作業が楽で安全なものに
なることを期待している。
私は文書コースであったが、文書に関してもさまざまな発見があった。まず、和紙というもの
は意外と丈夫なことである。紙というと、どうしても脆いイメージを持ってしまうが、江戸時代
における和紙は非常に丈夫で、水に濡れても破れないし、墨もにじまない。裏打ちの実習をした
ときにそのことをより感じた。文書コースの人は人数が少なかっただけあって、お互いの関係も
密であったし、 1人1人が実際に文書を扱えたことが良かった。裏打ちの実習は全員することが
でき、緊張したが、自分のやった裏打ちのおかげで文書が読める状態になったのは嬉しかった。
文書館を見学してわかったが、毎年何万冊の公文書が作成されるにもかかわらず、 まだまだ未整
理の状態で、保存状態も悪い。虫食いも激しく、だからこそ裏打ちが必要なわけだが、それには
労力と歳月を要する。もっとこのような作業ができる人を増やし、見事に裏打ちができたらいい
のにとつくづく感じた。
数多くの文書館を見学させてもらったが、その中でも特に印象深かったのが東京都公文書館で
ある。東京の実習は概してためになったが、ここでは館の説明は最小限にとどめて自由に文書を
手に取ってみせてくれたのだった。やはり文化の中心地の東京だけあって、歴史の教科書に登場
するような事件や出来事についての文書が数多くあった。私が興味を持っている題材についての
文書を実際に手にとってみた。それは関東大震災についてのものである。関東大震災に関しての
行政の文書はたくざんあるが、救援活動についての記述を見た。あまり時間がなかったので詳し
くは覚えてないが、朝鮮人についての記述力轆かにあった。朝鮮人問題はこの震災において重要
な位置を占めることとなった。それは朝鮮人がこの震災の被害をひどくしているという根拠のな
いデマが飛びかったことにより、大規模な朝鮮人虐殺が行なわれたことを意味する。この虐殺が
どの様にして行なわれたのかを知るうえで貴重な資料がここにあることには間違いはないのであ
る。
最も整備が進んでいる文書館は埼玉県立文書館であった。ここの建物は新しく、地図をラミネ
ート加工したり、マイクロ資料の整理も進んでいた。歴史的価値の高い資料に関しては、桐の保
存箱に保存きれていた。ここまでできたらいいというお手本のような文書館であった。
東京の見学が良かったのは、かなり見学に時間を割いてくれたことであった。国立博物館では
じっくりと展示を見ることができた。私は「面」に興味を抱いているのだが、主に能面を鑑賞す
るのが好きで、薪能なども何度か見にいったことがあるが、ここでは能面以外の面が数多くあっ
たことに興味を覚えた。庶民芸能はさまざまな形に分化しているのでよくは知らないが、天狗の
面なども面白いと思った。また、国立科学博物館では、 もともと科学系の展示に興味を持ってい
たこともあって非常に楽しかったが、ただ見学の時間があまりなかったのが残念であった。来年
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の実習生にはもっと見学の時間を割いてあげてほしい。そして、せっかく東京まで行くのだから、
少し自由時間を作って自由に博物館や美術館を見学させてほしかった。私は文書館だけでなく美
術館や歴史館なども見学したかったし、各自でまわった博物館について実習簿にその感想を記し
たかった。
広島にいったときにはその点が良かった。多くは文書館であったが、半日自由見学があった。
私はこの機会を利用して広島平和記念資料館にいったわけだが、ここで得たものは大きかった。
私は下関出身で、広島は比較的近いので機会があると出掛けるが、その際かならずここを訪れる。
時を経るにつれて館内の様子が変わってきている。もとはあまり広くない空間に資料がところ狭
しと並んでいたのに対して、新館ができてスペースも広がって見やすくなった。国際的な資料館
だけあって各国語で資料説明がなされている。ここほど世界を意識している資料館は他にないだ
ろう。原子爆弾に対する研究は多くなきれているので、新しい情報に対応する資料館にもなって
きている。そして、従来との大きな変化は、現物資料が多くなり、写真資料が減り、説明がより
簡略化したことである。これも次世代に戦争のことを知ってもらおうという配慮が見えるもので
あろう。
さて、広島の文書館であるが、やはり原爆投下によって戦前の資料が少ないのは残念なことで
ある。このことを教訓にして他の文書館でも地震や火災などに対応する設備を整えてもらいたい
ものだと思った。特に概して思ったのは地震対策がどこの文書館でも甘いということだ。せっか
く文書が整理してあっても地震でまったくばらばらになってしまうような保存状態であった。こ
の点の改善を急いでほしい。
展示実習はいい勉強になった。普段博物館や美術館で見ている展示を実際に企画し、展示まで
持っていくのがどれだけ大変なことかを知った。何よりも苦労したのは、資料集めではなく、解
説文の作成であった。文書の展示では、視覚的な効果が少ない分、解説を詳しくしなければなら
ない。そして解説文はいかに簡略化して、いいたいことを書くかが焦点であった。文書自体の出
所や何についての文書なのか、そして地図や絵なども取り入れた展示という工夫も必要だった。
人数は多くても各コーナーに分担すると、全体としてのテーマが崩れる心配があるので全体の仕
事を把握しながら総合的に見て作業を続けなければならない。結局内容的にはいい展示ができた
と思うが、時間がなかったのと力不足だった点が反省点であった。今年の実習生にアドバイスす
べき点は、人任せにしないで、かつ早めに取り掛かるということである。そうすればきっと誰も
が実になったと自信をもっていえる展示ができると思う。
最後に、博物館実習は毎時間がためになる授業であるので、 4回生にとっては就職活動もあっ
て大変だとは思うが、最後までやり遂げた今としては、本当に充実感を持つことができた。大学
の講義の中で数少ない、最後まで意欲をもって臨める授業であった。
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G蔀ﾖｰﾆﾇ~D
哲93-3002尾内由美子
私は、この1年間博物館実習を受講できたことを本当に誇りに思っている。多少大袈裟な言い
方かもしれないが、それほど、この実習で得るものは多く、私の人生の糧となるようなことが多
かったということである。自分の得たことを整理しながら、 3つの点から感想も含めてこのレポ
ートにまとめてみたいと思う。
1つ目は作法、あるいは自分の物事に対する姿勢についてである。どの授業をとおしても、
｢落ちつきがないと学芸員はつとまらない」ということを実感したが、特にそう感じたのは秋に
天王寺の藤枝工房と堺市の茶室を見学した時であった。藤枝工房では、 まず私を含め現代の若者
がいかにせかせかしているかを感じた。そこでは、 1つ1つの作業が細心の注意のもとで行われ、
時間が静かにゆっくりと流れているようだった。何百年も前のものを、現状とほぼ同じ状態に修
復する作業を説明していただいたが、その工程の細かきに驚嘆すると共に、それほど1つの絵画
や軸物の持つ時代を経てきた「もの」の重みを大切にしているのだと感じた。私たちはつい「も
の」を雑に扱ってしまいがちであるが、 「ものの重み」を後世に伝えてゆくための地道な作業に、
改めてその延長上にある学芸員の果たすべき役割の大きさ、重要さを痛感した。私がもしもこの
作業をする側であったらこれだけの作業を遂行するだけの精神力があるだろうかと思わず自分を
顧みてしまった。
もう一方の茶室では、正座に耐えられない自分も情けなかったが、それ以上に日本人としての
感覚が麻痒してしまっているなと感じた。茶道を通じて見る日本文化は、器や床間の花、掛軸、
着物を通して季節を知り、 また自らをかえりみられるほどの落ちつきがあるのだということ、を
改めて感じた。四季を愛でるという感覚は、現在では心掛けなければ新芽が出ることきえ気付か
ずに過ごしてしまうほど鈍感になってしまっている。また器を鑑賞するなどということ、自分た
ちが使うものに対する愛着さえ希薄になってしまっている。
「ものをななめに見ること｣。このことはどの先生方も最初におっしゃっていたが、特に私は森
先生の授業が印象に残っている。 日常使っている気にも留めないような「もの」でも、時代が変
われば、たとえば洗濯板のようなものでも、その時代を知る貴重な資料となるのだ、 ということ
をおっしゃっていたが私はこの言葉をきいて、 自分の生きている時代、 というものを改めて考え
た。現在の自分の環境や使っているもの全てが歴史になり得ることであるということに気付いた
時、この時代に生きているのだという自覚をもっと持たなければならないと感じた。
「もの」の扱い方や見方、そして自分についてもこれらの授業を通じて改めて考えることができ、
身の回りのほんの小さなことにも少しずつ眼が行くようになったような気がしている。
フランス人に、文化について知りたいと問えば「ルーブルへ行ってみなさい」という答えがか
える、 ということを耳にするが、 日本文化はそういうわけに行かない程、様々な文化が入り乱れ
て、 また日本という1つの国の固有の文化に対する自覚も少ないような気がする。そういったこ
とも、先に述べてきたような「もの」の見方、四季に対する見方や、歴史の重みに対する理解が
まだまだであるからだと感じている。そのような点からも、学芸員の果たす役割の大ききに改め
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て気付く。
2つ目は、岡山方面や倉敷、東京実習などを見学して感じた「博物館としての役割」である。
どの博物館も、地域に密着したものやテーマを持ったものなどそれぞれにテーマを持っていた。
また、来館者に対してのアプローチも様々に工夫が凝らされ、 「また来たい」と思わせるものも
多くあった。そう思わせることができたら、博物館は合格である、 というようなお話も授業でき
いたように思うが文化の普及や人々の好奇心や「やる気」の芽が伸びていく手助けとなるための
役割は、かなり充実しているように感じた。しかし、どこへ行っても感じたのは、見る側と見せ
る側のギャップであった。これは自分たちの実習展の行程の中でも感じたことだが、見る側だけ
であった時には気付いたことが、逆の立場に立ったとたん見えなくなり、自己満足になりかねな
い、 ということであった。このような両者の観点から博物館というものを客観視できたことは、
大きな収穫であったと感じている。
博物館、あるいは学芸員資格の所有者は、最後の授業でもお話にあったが、今後、生涯教育の
高まりと共に、 もっともっと単なる情報の発信地というだけにとどまらない新たな広い展開をし
ていかなければならないし、 またそういった方向へ進めてゆけるだけの土台を持っているのだと
いう責任と自覚をもって行かなくてはならないと強く感じた。
博物館へ行っても、なかなか見せていただけない収蔵庫の様子や分類の仕方、調査の仕方など、
具体的に日々の業務の中での反省点などを独自の見解でお話いただいた各学芸員の先生方のお話
には、それまで憧れにしか過ぎず、現実味のないまま自分の中で勝手に思い描いていた学芸員の
理想像から、 1つ1つ鱗が落ちる思いだった。私の持っていた考えがいかに甘く、理想にすぎな
かったのかということを痛感した。
また、実際に軸の巻き方や梱包などの作業を体験できたことは、実に楽しく、はじめはおそる
おそるであったが、興味深いものだった。私は、教授と共に蒐集家のお宅に一度調査に同行させ
ていただくという機会があったが、その時に実習で実際掛軸を扱っていたことがとても役立った。
まず、手を洗い、鋭くはないにしても手や体につけているものをはずし、正座をして、そっと息
を注意深く吐きながらの観察、掛の広げ方、巻き方、付属品の確認。何もかも落ちついてするこ
とができたように思う。かなり自己満足となっている部分もあるかもしれないが、同行されてい
た学芸員の先生に少しずつアドバイスもしていただきながら、軸巻きだけは自信がついたように
思えて、実家に帰ってからも曾祖父が集めていた掛軸を点検して、巻き方の違うものは巻き直し
たりしてしまった。それを見た私の母は、 「そんなことも実習ではできるようになるのかしら」
と驚いた様子であったが、学校ではたまたま人数が少なかったため私が経験できたことであった
ことを話すと、 「なかなか授業では理論だけで、実際に扱ったりする実習までは行かないという
ことをよくきく」と言っていた。関東（私の実家）では実習とは名ばかりのところが多いらしい
が、私はその点でもとても恵れていたのだと感じた。けれども、それでも実際の調査ではまだま
だである点も多く、 もっともっと実地で役立つ「実習」の部分を授業にとり入れていくべきでは
ないかと感じた。学生に本物を扱わせるというのは、かなりのリスクを背負うことになるとは思
うが、私が感じたあの本物をこの手で触れた時の緊張感、持ち主の前での緊張感は、実習でもう
少し時間をかけて、 「掛物ならまかせてくだきい」と言えるほどの自信をつけておけばよかった、
と思う点もあった。
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3つ目になるが、これは、今述べてきた今後の実習への提案を含めながら述べたいと思う。ま
ず、私自身の反省だが、どこかへ実習に出かけても、質問ができない。後期の見学は、わりと自
分なりにここに目をつけよう、 とか、こんなことをきいてみよう、 という視点も定まって来たが、
最初はせっかくお忙しい中を私たちのために説明して下さっているのに、どこにポイントをおい
ていいのかわからずにすごしてしまったことが多かったように思う。本来ならばこういったこと
は、学生力事前に各自で下調べなどをしながら行くものだとも思うが、私のコースは2部のコー
スだったために、見学実習以外でも、展示会などの時も「図録づくりのための下調べをする時間
がとれなくて皆に申し訳ない」と言っていた友人もいた。それ以外にも、大学に通いながら専門
学校に通う学生などもいて、 2部の授業では、 1部の授業よりも、より密度の濃いもの、学生が
埋められない部分のフォローも大切なのではないかと感じた。また、実習ノートも、実は使いに
くかったので、途中からレポート用紙に書いてしまうことが多くなった。理由は表紙と内身が分
解してしまうことと、 1回の授業では書くことが多く、ページにおきまらないことであった。そ
の点の改善は、ぜひ試みていただけたらと思う。
1年間をこうして簡単ではあるが、ふりかえってみると、人間的にも成長させられるようなこ
とがここには書ききれないほど多かったなとしみじみ思う。それは関西大学の長年の実習の成果
であり、授業の充実であると思うが、私は、先生方との出会いが一番の収穫であったようにも思
う。親身に多くのことをご自分の体験談なども交じえながらお話し下きり、違うことは違う、 と
教えて下さった先生方にも深く感謝している。この実習を受けなかったならば、私はもっとだら
しのないままであったかもしれない。だが、実習を経たことは私の中で、たとえ学芸員になれな
かったとしても大きな自信となった、 ということははっきり言えることである。 1年間本当にあ
りがとうございました。
闘三~三ﾇ~Za
94M230川崎ちぐさ
1年間の博物館実習の講義が終わった。私はこの講義を、ただ純粋に「学芸員」という職業の
｢研究職」という側面に憧れて、資格を取ろうと思い、履修させていただいた。しかし、 1年間
受講させていただいたなかで、ざまざまな学芸員の先生方のお話しを聞き、 またざまざまな博物
館・美術館等を訪れるうちに、学芸員という職業の幅の広さ．奥深き、社会教育の重要性、そし
てそれに伴う学芸員に求められている社会的役割の重要性などを考えさせられた。そして現在、
私は従来から興味を抱いていた博物館の「調査・研究機関」という側面に加え、 「社会教育施設」
という側面に、学芸員で言えば「社会教育者」としての側面に大きな関心を抱いている。
特に、その思いを強くしたのは、東京実習への参加と展示実習への取り組みだった。
東京では、いろいろな博物館や美術館、文書館を訪れ、 「情報量の違い」をまざまざと見せつ
けられた。
まず第1日は、東京国立博物館の見学に訪れ、その広さに驚いた。残念ながら、東洋館と法隆
寺宝物館は閉館であったが、本館だけでも相当の広言があり、またそこに陳列されている展示品
－38－
が中学や高校の歴史の教科書で見たような貴重なものばかりで、それら実物を間近でみることが
出来たことに大きな感動を覚えた。そして、午後から見学に訪れた、国立科学博物館もすばらし
かった。この館の目的は「自然に対する感動、科学に対する理解を深めること」であり、まきし
<社会教育施設としての博物館であった。本館には生命の誕生から生物の進化について、そして
宇宙と地球の関係について自然科学の法則性をわかりやすく、さまざまな展示によって説明して
おり、また他の館でも科学技術の発達についてや日本の伝統技術についてなどを、子供から大人
まで楽しみながら学べるようにさまざまな工夫がなされていた。私は塾の講師をしており、中学
生の理科を担当しているのだが、この館を訪れた時、まず生徒達をここに連れて来てあげたいと
強く思った。教科書の文字を追ってるだけではなかなか理解できない多くのことをここでは教え
ている。そしてこの館は「人間はどこから来て、どこへ行こうとしているのか」というある面で
は最も単純で、また最も複雑な、 しかも人間が社会生活を営む上で最も考えるべき究極的な課題
を私たち見学者に投げかけているように感じた。そして私自身、ここで「社会教育施設としての
博物館」の重要性に大きな関心を抱くようになった。
第2日目に訪れたのは、明治大学付属博物館、出光美術館、国立公文書館であった。特に国立
公文書館には驚いた。その所蔵文書の量の多さと貴重さには目を見はるものがあり、ざらに驚く
ことに20歳以上で調査・研究を必要とする者は誰でも原本が見れるということである。私のよう
な日本近代史を専攻する者にとっては、東京在住の歴史研究者が本当に羨ましく思われた。
第3日目に訪れた佐倉の国立歴史民俗博物館もすばらしかった。この博物館の性格は吹田にあ
る国立民族学博物館と同様で、大学共同の研究機関であり、歴史が浅く収集資料が少ないために
複製資料が多いことから、 「見る」博物館というより 「考えるための」博物館の性格が強かった。
特に私の関心をひいたのはこの館が民衆生活中心の展示ということと、今年の3月には昭和時代
まで常設展示がされ、貴重な現代史の展示がきれるとのことである。多くの博物館を見学させて
いただいたが、通史を扱った歴史博物館のなかで「現代史」をここまで詳細に研究し、展示され
ている博物館は初めてで、本当に感動した。加速度的に社会が変化している現代、 もっともっと
近現代史博物館は増やきれるべきだと思う。そして博物館が社会教育という責務を担っているの
ならこの国立歴史民俗博物館のような「考えるための」博物館もこれからもっと増やされなけれ
ばならないのではないかと強く思った。
もう1つ博物館学芸員の社会的役割を深く考えさせられたのが展示実習への取り組みであった。
普段何げなく博物館で見ている展示も、いろいろな方の大きな努力によるものだと改めて感じた。
まず、最初のテーマ設定の段階から博物館学芸員の問題意識や展示観などが試される。もちろん
展示品をただ並べるだけでは展示したことにはならない。そこから見ている人に何を伝えるのか、
何を考えてもらうのかといった主旨を明確にしなければならない。私たち2部歴史班はそういっ
たことを考えながら「江戸期以降の化粧道具」というテーマを取り上げ、ただ化粧道具を並べる
だけでなく、当時の化粧という文化がどのような価値観で受け入れられていたのか、 またその化
粧道具をどのように使って生活していたのかなどを考えてもらうために、化粧について書かれた
文書を解読したり、当時の女性が化粧をしている風景の絵などを探して展示したりした。
また、出品交渉などでも大変勉強させていただいた。池田市立博物館の所蔵品をお借りするこ
とになり、梱包には池田市立博物館の学芸員の方がお忙しいなか立ち会ってくださって、いろい
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ろとアドバイスをして<だきった。ここで、あらためてお礼を申し上げたいと思う。
もう1つ、予想外に大変だったのは図録製作だった。ページ割りから編集まで、原稿は皆で分
担して書いたとは言え、写真と説明の配分、 レイアウトなど担当者には本当にごくろうざまと言
いたい。
実際展示をしてみて、博物館学芸員は「研究者」としてだけではなく 「社会教育者」としても
優れていなければならないということを身をもって教えられた。自分が何を伝え、何を考えても
らおうとしているのかを常に自問自答し、そういう活動を通して何を残し、何を生み出して行く
のかということを考え続けなければならない大変な職業だということに気づいた。そして常に、
見にきていただいた方々による厳しい評価が下される立場にあり、 また、研究以外の業務のなか
でも学芸員の人格が重視される場面が多く、自分自身の人間性を常に磨いておかなければならな
いということも思い知らきれた。しかし、それらが成功するならこんなにすばらしくやり甲斐の
ある職業はないのではないか。まさしく 「社会」に対する「教育者」として人類文化の進歩の一
部を担うことが出来るのである。こういったことを自分なりに理解できたということだけでも、
博物館実習を受講し、博物館展示実習に取り組めたことは、私にとって大変意義のあることだっ
た。
その他の講義では、 日本近代史を専攻している私にとっては、やはり芝村先生の「文書・公文
書・文書館論」の講義が大変興味深かった。特に史料保存の問題について、文書の保存とプライ
バシーの問題、現用的価値が無くても、歴史史料としては残すべき公文書についてなど、特に戦
後史にも関心を持つ私にとっては切実な問題として興味深く聞かせていただくことができた。ま
た、 日本の公文書館は質・量ともに世界で最もおくれているということを、専門職員の問題など
を取り上げられ、わかりやすく説明していただいた。
その他にも大変興味深い講義をたくさん受講させていただき、専門性にとらわれず本当に幅広
く学ぶことができたと思う。そして本当に多くの場所に見学実習などで行かせていただき、いろ
いろな方にお話しを伺うことができた。あげればきりがないが、特に印象に残ってるのは、池田
市立博物館でお世話になり、北豊島小学校で民俗史料を洗った時のことだ。真夏の日中に汗と泥
にまみれて民俗史料を洗った時は正直いって｢学芸員はこんなことまでやらないといけないのか」
と少しうんざりしたが、同時に各地域の博物館はこのような学芸員の労働によって支えられてい
るんだということを知り、多くの学芸員の方々に敬意を表す気持ちになった。また、池田市立博
物館学芸員の田中先生が、勉強させていただいている私たちに冷たい飲み物などをサービスして
くださったり、 また終了後には焼き肉をごちそうしてくださるなど、その気配りの細かきや、田
中先生の人格者としての側面からも、博物館学芸員として必要なことを多く学ばせていただいた
ように思う。
また、 「第1回洋上実習」も大変印象深い。関西圏の大学を中心に、博物館学芸員をめざす16
大学・416名の学生が1つの船のなかで共に学び交流するといった体験は、これらの大学におい
て博物館実習を履修していないかぎり出来ないもので、そういう意味では関西大学において博物
館実習を履修できたことは、それだけでも本当に意義のあることだと思った。
特に私が感激したのが、船内で各大学の博物館実習担当の先生方や学芸員の方のお話しを一度
に聞けたことである。特に1日目の船内講義で、奈良県立橿原考古学研究所の今津節生先生によ
－40－
る「博物館における保存科学担当者の役割」と題された講義は、本当に興味深く聞かせていただ
くことができた。先生は、 日本は欧米に比べ、保存専門の学芸員力極端に少なく、また保存の専
門性を重要視することがいかに大切かということを、現在の具体的な保存すべき史料などを用い
て、詳しく説明しておられた。古代における土器や鉄器などはもちろん、中世・近世の文書や近
代における行政文書など、現在「保存」という問題は切実な問題として私たちに課せられている
が、この講義をお聞きすることができて少し私なりの解決の糸口がみつかったような気がした。
以上、私なりにこの1年をふりかえってきたが、 1年間、この博物館実習において本当に充実
した時間を過ごすことができたと思う。そういうことが出来たのも、博物館実習のお世話をして
<だきった本当に多くの先生方のご尽力によるものだと思う。
網干先生をはじめ、博物館実習の講義を担当してくださった文殊先生、井渓先生、森先生、田
中先生、芝村先生他多くの先生方、 また実習生を快く迎えてくださった多くの博物館の先生方、
そして1年間さまざまな面で私たちを支え続けてくださった関西大学博物館の角田先生・小林氏
には大変お世話になり、本当にありがとうございました。
最初の講義の時に配布していただいた資料のなかで、角田芳昭先生が書かれていた、 「学芸員
の任務は博物館資料の収集、保管・展示及び調査研究その他これと関連する事業についての専門
的事項をつかさどることであり、博物館が有効な社会教育の場として十分に利用されるか否かは
1つに学芸員の手腕にかかっている」という言葉を忘れずに、これからも多くのことを学び、多
くのことを身につけ、博物館学芸員を目指していきたいと思う。
1年間どうもありがとうございました。
侭『三詞つ
2史・地91-20米山玲子
この1年間、博物館実習を受講きせていただいた。結局、学芸員になることは、かなえません
でしたが、卒業して、これから社会に出て行く上で、 とても大切なことを学んだように思う。
特に、資料（もの）に対する莫大な量の知識が必要であること、そして扱う際には、そのもの
に対する愛情が大切なこと…。この2つは、この1年間の授業の中でも、特に強く私の心の中に
残っている。
博物館実習は、普通の学科の授業とは違って、具体的な生活に即して行われた授業であったの
で、 とても興味深いものがあった。それに、普段では見られないような工房や、博物館の裏側な
どの見学では、直接、その場にいる人たちのお話も聞くことができ、 とても良い思い出となった。
特に、大学最後の年に瀬戸内海の洋上実習や東京見学実習に参加できたことは、私の中でも一
生心の中に残る素晴しい思い出となり良かったと思う。瀬戸内海での実習は今年はじめてという
ことだったが、是非来年からも続けていってほしい。
博物館は、地域・地方及び世界の社会に対して役立つように設計された他の施設の活動を統合
し、適当な技術を創造することによりこれらの社会に役立つものだと思う。いろいろに異なる社
会は、人間に影響を与え、人によって作られる継続的変化と調和を保つよう形の違ったフレキシ
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ブルな博物館学を創造することを意味するこれらの社会に近づくことを要求する。これは、博物
館が、常に新しくあるために注意を怠らず、地域社会に最も大きい影響をもつ問題の研究体制お
よび展示によって、事物を社会的文化的に誘導する見とおしを持たねばならないことを意味して
いるのだと思う。もし、博物館が、そうするならば、情報と指導を求めてくる観覧者の多くをひ
きつけることができ、そしてまた博物館はパブリック・オピニオンに影響を持つ重要な機関とな
り、大衆の自覚を育てあげることができるだろう。
今日、世界を通じて自然が危機に瀕している時、自然の資源保護について博物館に期待するも
のこそ、それであろう。自然科学、技術、芸術、歴史などの博物館を通じて、人類が生き残るこ
とがかかっている、 とり返しうる（または、 とり返しのつかない）自然保護の緊急性についての
自覚を、地域社会の人々の中に育てることができる。
例えば、成長するには50年かかる樹木、私たちが汚染している水と空気、人間の開発によって
致命的打撃を与え、または新しい技術で環境に影響を与えている生態学的サイクルのバランスに
対する配慮ができるように人間をかえてゆくことは、世界中の博物館の地域の人に対する－
また地域の人を通じて社会に対する－重要な仕事である｡この仕事を社会に対してするために、
博物館は大学、他の科学研究所やいろいろな組織と協力するために、あらゆる方法をとるべきで
ある。自分の調査だけでなく、危険を避ける手段と方法を同時に教えるために、調査の結果を公
表するべきではないだろうか。
天然資源に関して、博物館が社会から委託されている大衆の意識をつくり上げる使命は、今や
消滅しつつある（破壊されつつある）文化財に対してもまた重大であるのだと思う。
ここで、ふと私は、どのような種類であろうと博物館の－それに依って人類と社会に貢献
することができるところの－働きを考えた。いくつかある。それぞれの他の博物館のそれと
は違う印判が押きれて、その働きは、その博物館に不可欠の真の独自の目的を中心にして廻って
いるのではないかと。
収集は、博物館の基本的働きの1つである。収集の責任者は何を必要とするか、どうしてそれ
を入手するか、 という評価をよく知っている専門家でなければならないことは言うまでもない。
もう1つの機能、保存について言えば、すべての資料は、それが継続して実在することを保証
するための保護と処方とを必要とするということである。展示実習の際、撤収のため、綿にくる
んで、資料を別の場所に移動させる作業をしたが、現状のまま維持することの、なんと難しいこ
とか。一生懸命考えてしまった。地味で、決して目立たない仕事ではあるが、資料に対する学問
的な知識も必要ではあるが、それ以上に、物事をこつこつと丁寧にやることが、一番大事なのか
もしれない。才能だとか、頭の良さだとかいうこと以上に、真蟄な態度が要求きれる仕事なのか
もしれないな、などと考えた。
また、博物館の活動の1つに、地域への直接的な教育ということが挙げられるが、特に最後の
見学地であった海遊館で、それを強く感じた。そこでは、子供と成人の自然な興味が刺激きれ、
教育上の要求と興味とが充分に反映きれた博物館活動であると感じられた。
ただ、そのような博物館が増えてきたにも関らず、いまだ強制的な因子が残っているというイ
メージがあることも事実である。学校教育の一環ともいうべき知識・資料の詰めこみがきれてい
るというイメージを持っている人の話を一度きいたことがあるが、少なからず、私にはショック
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であった。展示技術の革新と改善にも関らず、一部の人たちからは、 ものを渡す場所で恒久的か
つ積極的な関係を樹立することが不可能と考えられているようであるが、 しかし、大衆の教育の
水準の高度化と、自由な時間との増大は、マスコミより常に情報が流されることと相まって、自
分たちが住んでいる世界に対する各人の興味を大きくしているようである。故に、この興味を満
足させる文化施設に目を向けるのだという話を新聞で読んだが、 しかし、この大衆は、 もはやシ
ョーケースの中に何力混示されるのかを見るだけに満足する受け身のものではなく、情報を要求
し、科学的文化行事に参加するのではないだろうか。積極的な附加的な教育を求める地域の熱望
の中に、将来の博物館の教育に期待がかけられているように思う。
博物館は、学科以外の教育および余暇利用施設であるのに加えて、自然や文化の事実に直接接
触しながら、正規の学校教育を補足する良い教育機関ではなかろうか。私は、大学で、博物館の
楽しさを知り、資料についての興味を持ち、そこで働く人々の仕事を知った。そして、自分なり
の興味のある分野の本を読み、自分の足で動いて自分の目で実際にものを観察する、 ということ
を覚えたが、このような姿勢は、博物館へ実習で足をはこんだり、 また、 自分でも訪れるように
なったことから得られたものである。このような授業は、 もっと早い時期から学校教育のカリキ
ュラムに組まれていたら良いのではないだろうか。感性の鋭い子供たちが、 もっともっと博物館
を訪れ、素直な感想を率直に述べることによって、博物館にとっても、子供たちにとってもお互
いの良い刺激になるのではないだろうか。
現代の複雑な、 また拡大しつつある社会において人間に奉仕する中で、博物館は、以前のよう
に少数のエリートを満足させるだけではなく、文化的水準が常に上昇しつつある全社会地域を満
足させなければならないのではないか。もし、この上昇が良いものであればそれはまた博物館に
も、 また、良いのであるが、 しかし、 また、同時に、量的にも質的にも活動を増大しなければな
らないのである。これは学芸員にとって、大きな挑戦であると思う。博物館員、学芸員はもはや、
自分たちの職業の確固たる基盤を作らなければならないと、ある本で読んだが、専門職としての
技術、そして、常に研究を怠らない真蟄な態度が結合していることが大切であると思う。
時代と時代のあいだのギャップに、そして人間の中の異なるグループの間に橋をかける施設と
しての博物館は、私にとって特に、見透しを拡げ、視力を伸ばすことを助けてくれた。それはま
た、見る私たちにとって、恐しい現実を味わわせるためにのみ充足されてはならないのである。
人々が、その存在を、時間と空間の間に固定させる手助けをすることを目的としなければならな
いのである。
環境としての博物館は、人間が真剣な情報と、楽しい快楽との混合を経験するための何かであ
ることが必要であろう。
そして、快楽を伝えるためには、そのものの姿を正確に捉えることが必要で、正確な理解をす
るためには、それにまつわる情報を得ることが必要で…。そして、そのためには、 日々の勉強が、
本当に大切なのだという先生方のお話は、本当に心に響きました。
1年を通じて、基本的なものごとの考え方など、普段の授業ではめったにうかがえないような
お話が、数多くきけて、本当に勉強になった1年でした。
どうもありがとうございました。
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